
学則の変更の趣旨等を記載した書類 
 
１．学則変更（収容定員変更）の内容 

鹿児島大学医学部医学科の入学定員110名については、平成21年度に「経済財政改革の基本方

針2008」に基づき５名の恒久定員増、同年度に「緊急医師確保対策」により５名、平成22年度に

「経済財政改革の基本方針2009」により10名、平成23年度に「新成長戦略」による歯学部入学定

員の削減を行う大学の特例(以下「歯学部振替枠」という。)により２名、令和２年度に地域の医

師確保等の観点により３名、令和５年度に歯学部振替枠の廃止に伴い２名のそれぞれ臨時定員増

を実施した。 

今回の入学定員増20名は、令和８年度までの臨時定員増を維持するものであり、これにより令

和９年度の入学定員が110名となる。 

 

２．学則変更（収容定員変更）の必要性 

 鹿児島県は、南北600kmにおよび、多くの離島へき地を抱える地域特性（有人離島28、離島人

口15万人）があり、広い県土内での医療者の偏在が顕著である。また、全国に先駆けて高齢化が

進展し、医療需要が高止まりする中、医療需要に応じた医師偏在対策が重要な課題となってい

る。 

この深刻化する地域の医師不足の現状に対処し、効率的・安定的な医師配置を図るため、鹿児

島県は本学や県医師会等の関係者と協力して、地域に必要な医師配置の方向性を示した「地域医

療支援方策（平成24年３月）」を定めるとともに、「鹿児島県保健医療計画（令和６年３月）」

を策定し、医師の地域的偏在や特定診療科の医師不足を解消するため、関係機関が一体となって

総合的な医師確保対策に取り組んでいるところである。さらに、鹿児島県は「鹿児島県医師確保

計画（令和６年３月）」を策定し、医師偏在指標に基づく医師確保の方針、確保すべき目標医師

数及び目標の達成に向けた施策内容といった一連の方策を定め、取り組んでいるところである。 

地域枠医師は、医師不足に悩む市町村や医療機関が着実に医師を確保できる手段として、特に

地方から強い要望があり、医師偏在是正を講じる上でも、確実な効果が見込まれる重要な方策の

一つである。「医療従事者の需給に関する検討会 医師需給分科会 第４次中間取りまとめ」に

おいて、2036年度までに必要医師数を達成するための2020年度以降の鹿児島県の不足養成数が

「27人／年」と示されていること等を受けて、鹿児島県からは、令和８年度に引き続き、20名の

増員が要望されている。本学の大学憲章に掲げる、「地域社会の発展と活性化に貢献する」とし

た社会貢献の趣旨からも、地域格差・診療間格差の是正は、県内唯一の医育機関としての使命で

あり、賛同するところである。また、教育環境にも大きな支障はなく、20名の確保が必要と考え

ている。なお、これまでも地域枠制度開始以降に、定員割れすることなく、学生を確保できてい

る。 

 
３．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

令和９年度の入学定員を、令和８年度に引き続き 110 名としても、教育課程、教育方法、教員

組織等を大きく変えて対処する必要はない。しかしながら、教育の内容は変化する環境や制度に

合わせて改変している。 

 

○これまでに行っている地域医療教育としての取組 

【一般入学者に行っている取組】 

１）プロフェッショナリズム科目「シャドウイング」 

３年次の見学実習「シャドウイング」では、14週間に渡って（１日／週）地域における医

師の仕事、診療の理解に加え、生涯学習をする医師のキャリア形成や医療職の役割と連携を

理解し、その他の体験学習、コミュニケーションや診療手技等の実習、グループ討議などを

実施している。これらの学習の記録・評価にはe-ポートフォリオを用いている。 
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２）必修臨床実習「離島・地域医療実習」 

５～６年生の必修である、臨床実習の「離島・地域医療実習」では、鹿児島県内の離島や

へき地に宿泊しながら、実際の診療環境下での診察、検査及び治療を指導者の監督指導の下

に行っている（12日間）。この実習では、診療所や病院だけでなく、介護施設や、老健施

設、薬局なども訪問し、多職種連携の医療現場を体験する。また、在宅医療専門医療機関で

の２日間の実習も全員に行っている。この他に、鹿児島市の保健師が、鹿児島市内全域で行

っている住民健康教室「お達者クラブ」に参加し、保健師による住民への予防医療教育の現

場を体験している。この集会において、全ての学生は住民への予防医療に関する自作の講演

を行い、住民生活に密着した予防医療の話題を提供している。また、地域包括ケアに導くた

めの、多職種連携を整理するためのツール、bio-psycho-social model及びmedical micro 

systemを、英文抄読から、模擬患者への応用までを一貫したグループワークで行っている。 

３）地域包括ケア演習 

４年次、必修科目「地域・総合・症候」科目の中で、「地域包括ケア演習」として、地域

包括ケアを、模擬症例などを通じて学ぶ。 

４）選択科目「地域医療リーダーシップ１・２」 

１年次及び５年次に、地域での住民との交流を通して、地域医療や、地域医療に臨むリー

ダーシップを学ぶ。 

 
【地域枠医学生・地域枠卒業医師に行っている取組】 

鹿児島県との緊密な連携のもと、鹿児島県からの委託事業費の支援を受け、卒前地域枠学生及

び地域枠卒業医師に対し、正規のカリキュラム以外に下記の取組を行っている（ 11）～14）は

希望者のみ）。 

１）地域医療に関する講演会（全員、数回／年：公開講座にもなっている） 

２）地域医療実習発表会（全員、１回／年） 

３）地域医療研究報告会（全員、１回／年） 

４）新入生歓迎懇親会（全員、地域枠卒業医師） 

５）知事と新入生との対面（１年生全員） 

６）自治医科大学卒業医師との交流会（全員、１回／年） （将来自治医科大学卒業医師との共

同した診療を行う機会が多いために開催） 

７）鹿児島県医師修学資金貸与医学生・卒業医師と、出身地首長・郡市医師会等との意見交換会

（各地域の地域枠医学生全員、県内を10の地区に分け、３地区／年開催） 

８）初期地域医療実習１、初期地域医療実習２（１・２年生全員。夏季休業中５日間。少数の希

望一般学生と自県自治医大学生も参加） 

９）地域医療研究（少数の希望一般学生と地域枠医学生３年生全員。１課題／人の調査研究を夏

季休業中に行う） 

10）卒後のキャリアパスに関する個別面談（５・６年生全員、研修医、後期研修医） 

11）地域医療教育関連シンポジウム参加（地域医療支援機構などが主催するもの） 

12）県外での地域医療実習（新潟大学地域医療実習に参加） 

13）学会発表（日本医学教育学会、日本プライマリ・ケア連合学会、九州地域医療教育研究会、

鹿児島救急医学会など） 

14）各種地域医療関連企画への参加・発表 

 

以上の中で、教育内容を毎年度吟味しながら、学生の教育効果の検証も行いつつ、内容の充実

を図っている。これらの充実した医学教育の環境と、地域医療教育で学生を教育している。 

 

４．２以上の校地において教育研究を行う場合の具体的計画 
 本学医学部医学科は、主たるキャンパスは桜ヶ丘キャンパスとなる。ただし、１年次は共通教

育科目を受講することとなり、その教育は郡元キャンパスで実施される。 
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 両キャンパス間は、直線距離で約３km あり、移動に係る所要が自動車で約 15分である。な

お、両キャンパス間の交通手段としては、ＪＲ、市電、バスを利用することで容易に移動が可能

である。 

 また、郡元キャンパスで実施する共通教育科目は、開講曜日を限定しており、同一の曜日に桜

ヶ丘キャンパスでの講義を設定していないことから、同日にキャンパス間を移動することがなく

履修できるように配慮した時間割となっている。 
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国公私立
国立

１．現在（令和８年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

110 10 0 710

（収容定員計算用）
R3 R4 R5 R6 R7 R8 計
110 110 110 110 110 110 660
10 10 10 10 10 0 50
0 0 0 0 0 0 0

120 120 120 120 120 110 710

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和９年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

90 10 0 590

（収容定員計算用）
R9 R10 R11 R12 R13 R14 計
90 90 90 90 90 90 540
10 10 10 10 10 0 50
0 0 0 0 0 0 0

100 100 100 100 100 90 590

３．令和９年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

110 10 0 610

（収容定員計算用）
R9 R10 R11 R12 R13 R14 計
110 90 90 90 90 90 560
10 10 10 10 10 0 50
0 0 0 0 0 0 0

120 100 100 100 100 90 610

20

（内訳）
20

0

20

大学名
鹿児島大学

（臨時的な措置で減員した場合、その人数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

（ウ）3年次編入学定員

（ウ）3年次編入学定員

計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減員した場合、その人数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研究医枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計
（ウ）3年次編入学定員
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地域の医師確保のための入学定員増について
増員希望人数 20

都道府県名 増員希望人数
鹿児島県 20

20
※「大学所在地以外の都道府県」が5都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

都道府県名 R7地域枠定員
（※1）

R7貸与者数
（※2）

R8地域枠定員
（※1）

R8貸与者数
（※2）

R7とR8の貸与者数のう
ち多い方の数

鹿児島県 20 20 20 20 20
0
0
0
0
0

計 20 20 20 20 20
（※1）臨時定員分のみご記入ください。
（※2）恒久定員の中で地域枠を実施している場合、恒久定員分の地域枠の人数も含めた修学資金の貸与実績をご記入ください。
※6都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

１．大学が講ずる措置
１－１．地域枠学生の選抜

募集人数

うち臨時定員分

学校推薦型選
抜Ⅱ

（ⅰ）学校推薦型選
抜

別枠（先行
型） 20 20 無 H21以前 併願可（選択

制）

合計 20 20
（※1）貴大学において作成した学生募集要項に記載の内容をご記入ください。
※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

次の各号に該当する者で、志願学部・学科等が指定
する令和８年度大学入学者選抜に係る大学入学共
通テストの所定の教科・科目を受験し、高等学校（中
等教育学校、高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む。
以下同じ。）における学業成績・人物が優秀で、さらに
高度の学業を修得する熱意と能力を有する者として高
等学校長が責任をもって推薦できるもの。
なお、過年度の大学入学共通テストの成績について
は、令和８年度入学者選抜には利用しません。
１　対象となる高等学校の学科に在学し、令和８年
３月までに卒業見込みの者
　なお、医学部医学科は、鹿児島県内の高等学校に
在学し、令和８年３月までに卒業見込みの者、又は
卒業した者
　ただし、通信制高校（通学コース※の学生は除く）
においては、キャンパスの所在が鹿児島県内であり、鹿
児島県内に在住のうえ、令和８年３月までに卒業見
込みの者、又は卒業した者
※通信制高校の通学コースを令和８年３月までに卒
業見込みの者、又は卒業した者が出願する場合は、事
前に出願要件について問い合わせること。
２　合格した場合は、入学することを確約できる者
３　以下の推薦要件を満たす者
（1）高等学校の調査書の「学習成績概評」がＡで、
鹿児島県における地域医療に従事しようとする強い意
欲と情熱を持つ者
（2）入学後は「鹿児島県医師修学資金」の貸与と
鹿児島県キャリア形成卒前支援プランの適用を受け、
大学卒業後は鹿児島県キャリア形成プログラムの適用
を受ける者
※医師修学資金貸与制度
鹿児島県知事が指定する医療機関等に医師として勤
務しようとする者に対し、修学に必要な資金を貸与する
ことにより、地域医療を確保することを目的とする制度
※鹿児島県キャリア形成卒前支援プラン
鹿児島大学医学部の教育カリキュラムを基盤としつつ、
地域医療へ貢献する意思を有する学生に対し、地域
医療や将来の職業選択に対する意識の涵養を図り、
対象学生が学生の期間を通じて、地域医療に貢献す
るキャリアを描けるように支援することを目的とするプラン
※鹿児島県キャリア形成プログラム
医師が不足している地域における医師の確保と、対象
医師の能力の開発・向上の両立を目的に、原則９年
間、鹿児島県が指定するへき地を含む鹿児島県内の
医療機関等で臨床研修及び就業をするプログラム

大学入学共通テスト及び面接の成績の
総合得点に基づいて選抜する。ただし、面
接の評価が著しく低い場合（10点以
下）、総合得点の順位にかかわらず不合
格とすることがある。

一般枠との併願開始年度 備考出願要件（※1）
（診療科の選定
が有る場合）
その診療科名

診療科の選定の
有無

（１）対象都道府県名及び増員希望人数

（２）修学資金の貸与を受けた地域枠学生の確保状況

（３）令和９年度地域の医師確保のための入学定員増について

入試区分 選抜方法（※1）名称 選抜方式

大学が所在する都道府県

大学所在地以外の都道府県

計

①令和７年度に実施した地域枠学生（令和８年入学）の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行った場合には、それぞれご記入ください。また、参考として学生募集要項の写しをご提出ください。
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②令和８年度に実施する地域枠学生（令和９年入学）の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行う場合には、それぞれご記入ください。
また、参考としてPRのために作成した文書（リーフレット、ホームページ、テレビ、新聞、雑誌等）の写しをご提出ください。

募集人数

うち臨時定員分

学校推薦型選
抜Ⅱ

（ⅰ）学校推薦型選
抜

別枠（先行
型） 20 20 無 H21以前 併願可（選択

制）

合計 20 20

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

１－２．教育内容

②（過去に地域枠を設定したことがある場合）これまでの取組・実績を、3～5行程度で簡潔にご記入ください。

③上記①の教育内容（正規科目）について、講義・実習科目内容をご記入ください。また、参考としてシラバスの写しをご提出ください。

地域枠学生 その他の学生

1年 初期地域医療実習１ 全員 必修 選択 実習 1

2年 初期地域医療実習2 全員 必修 選択 実習 1

3年 地域医療研究 全員 必修 選択 実習 0.5

1年 地域医療リーダーシップ1 全員 選択 選択 実習 0.5

3年 シャドウイング 全員 必修 必修 実習 2

5-6年 離島・地域医療実習 全員 必修 必修 実習 3

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

④大学の正規科目以外で、提供する地域医療教育プログラムがあれば、その内容をご記入ください。

対象学年 プログラム名 対象者
（※1）

期間
（例：○週間） 開始年度

1-6年 地域枠卒業医師・医学
生勉強会 地域枠学生 9-10回／年 R3

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。
※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

一般枠との併願

次の各号に該当する者で、志願学部・学科等が指定
する令和９年度大学入学者選抜に係る大学入学共
通テストの所定の教科・科目を受験し、高等学校（中
等教育学校、高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む。
以下同じ。）における学業成績・人物が優秀で、さらに
高度の学業を修得する熱意と能力を有する者として高
等学校長が責任をもって推薦できるもの。
なお、過年度の大学入学共通テストの成績について
は、令和９年度入学者選抜には利用しません。
１　対象となる高等学校の学科に在学し、令和９年
３月までに卒業見込みの者
　なお、医学部医学科は、鹿児島県内の高等学校に
在学し、令和９年３月までに卒業見込みの者、又は
卒業した者
　ただし、通信制高校（通学コース※の学生は除く）
においては、キャンパスの所在が鹿児島県内であり、鹿
児島県内に在住のうえ、令和９年３月までに卒業見
込みの者、又は卒業した者
※通信制高校の通学コースを令和９年３月までに卒
業見込みの者、又は卒業した者が出願する場合は、事
前に出願要件について問い合わせること。
２　合格した場合は、入学することを確約できる者
３　以下の推薦要件を満たす者
（1）高等学校の調査書の「学習成績概評」がＡで、
鹿児島県における地域医療に従事しようとする強い意
欲と情熱を持つ者
（2）入学後は「鹿児島県医師修学資金」の貸与と
鹿児島県キャリア形成卒前支援プランの適用を受け、
大学卒業後は鹿児島県キャリア形成プログラムの適用
を受ける者
※医師修学資金貸与制度
鹿児島県知事が指定する医療機関等に医師として勤
務しようとする者に対し、修学に必要な資金を貸与する
ことにより、地域医療を確保することを目的とする制度
※鹿児島県キャリア形成卒前支援プラン
鹿児島大学医学部の教育カリキュラムを基盤としつつ、
地域医療へ貢献する意思を有する学生に対し、地域
医療や将来の職業選択に対する意識の涵養を図り、
対象学生が学生の期間を通じて、地域医療に貢献す
るキャリアを描けるように支援することを目的とするプラン
※鹿児島県キャリア形成プログラム
医師が不足している地域における医師の確保と、対象
医師の能力の開発・向上の両立を目的に、原則９年
間、鹿児島県が指定するへき地を含む鹿児島県内の
医療機関等で臨床研修及び就業をするプログラム

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。（地域枠学生の希望者のみの場合は、対象者を「地域枠学生」、必修／選択の別を「選択」とご記載くださ
い。）

（診療科の選定
が有る場合）
その診療科名

対象学年 講義・実習名

R5

R5

・1・2年次の休み期間に、4～5日間の離島・へき地での地域医療実習を行う。
・3年次夏休み期間に、地域医療研究として、自身でテーマを決めた調査・研究を行う。
・5-6回／年開催の地域医療教育講演会に参加する。
・地域医療のリーダーシップを学ぶ（1年次）
・「シャドウイング」として、3-4年次全員に、市中病院の見学型実習を実施している。
・5-6年次生全員に対し、臨床実習2週間を含む、計4週間の「離島・地域医療実習」を行う。

①地域枠学生が卒後に勤務することが見込まれる都道府県での地域医療実習など、地域医療を担う医師養成の観点からの教育内容の概要（令和９年度）について、5～6行程度で簡潔にご記入ください。

入試区分 選抜方法（※1） 出願要件（※1） 開始年度 備考

対象者
（※1）

必修／選択の別
講義／実習の別 単位

数

地域医療支援センターが企画運営
県の関係者も視聴

R5

平成18年度より、鹿児島県立病院もしくは鹿児島大学病院での初期臨床研修を行い、その
後3年間、離島やへき地での勤務を行う、奨学金貸与地域枠制度を導入（2名／学年：恒
久定員内）した。平成21年度より、上記と同様の初期臨床研修、その後7年間の鹿児島市
以外での知事指定医療機関で勤務を行う制度を開始した。令和8年度初め時点で、在学生
121名、初期臨床研修医31名、地域就労中の医師113名である。就労中の医師に義務勤
務を終えた医師30名も含めると計143名が地域での勤務経験を持ち、地域医療に貢献してい
る。

名称

（参考：記入例）
平成○年度から地域枠による増員を開始し、□□、■■などの取組を行ってきた。令
和８年度までに△名の地域枠学生を確保し、そのうち▲名が現在～～として地域医
療に貢献している。

選抜方式

（参考：記入例）
1～2年次には、「○○」という科目を開講するとともに「△△」を必修化し、～～を学
んでいる。3～4年次には、××実習を行い、～～を学んでいる。令和９年度からは、
■■を新たに開始するなど、～～を図ることとしている。

大学入学共通テスト及び面接の成績の
総合得点に基づいて選抜する。ただし、面
接の評価が著しく低い場合（10点以
下）、総合得点の順位にかかわらず不合
格とすることがある。

診療科の選定の
有無

プログラムの概要（1～2行程度）

地域枠卒業医師による、自身の専門領域のレクチャーと、
自身のキャリア形成紹介。

R5

（※1）貴大学において、PRのために作成した文書（リーフレット、ホームページ、テレビ、新聞、雑誌等）に記載の内容（貴大学において作成予定の学生募集要項に記載予定の内容）をご記入ください。

H21以前

H21以前

都道府県との連携

開始年度
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⑤上記③④以外に、地域医療を担う医師の養成に関する取組等があれば、簡潔にご記入ください。（令和８年度以前から継続する取組を含む）（1～2行程度）

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

２．都道府県等との連携等

月額 総貸与額 大学の関与の
有無 (※1）

鹿児島県 20 新入生 約118,333 9,400,000

③地域
枠入学
者であ
れば別
途選抜
を実施
せず貸
与

○ 無

 (※1）診療科の限定または推奨がある場合は、備考欄に詳細をご記入ください。
※該当がない場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

②その他、都道府県と連携した取組があれば、簡潔にご記入ください。（1～2行程度）

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

3．在学中の地域枠学生に対する大学の相談・指導、卒後のキャリアパス形成等に対する支援
在学中の地域枠学生に対する大学の相談・指導、卒後のキャリアパス形成等に対する支援についてご記入ください。（都道府県と連携した取組を含む）（1～2行程度）

※該当がない場合は、何も記入せずにご提出ください。

４．その他

診療科の選定
の有無

（診療科の選定
が有る場合）
その診療科名選抜時期

選抜方法
返還免除要件

返還免除要件は、次の(1)から(3)のとおりで
ある。
(1)業務従事期間の満了による場合【全額
免除】
次の条件をすべて満たした場合、修学資金
の返還債務は全額免除されます。
①大学卒業後２年以内に医師免許を取
得したこと。
②医師免許の取得後直ちに知事が定める
病院が実施する臨床研修に従事したこと。
③上記②の臨床研修を修了後、貸与期間
の２倍に相当する期間内（12年間）に、
１年間知事が定める病院で実務研修に従
事し、かつ、通算して６年間へき地医療機
関等においてその業務に従事したこと。

(2)特定の事由により、業務の継続が困難と
なった場合【全額免除】
上記(1)の業務に従事している期間中に、
業務により死亡し、又は業務に起因する心
身の故障のため業務を継続することができな
くなった場合は、修学資金の返還債務は全
額免除されます。

(3)返還が免除される事由の発生による場
合【全額又は一部免除】
修学生が貸与金の返還をすることとなる場合
（※１）において、死亡又は心身の著しい
障害その他やむを得ない事由により、貸与を
受けた修学資金を返還することができなくなっ
たときは、返還債務の全部又は一部に相当
する額の免除が認められる場合があります。

（※１）返還債務の全部を免除される場
合を除き、次のいずれかに該当するに至ったと
きは、貸与を受けた修学資金の総額に利息
を付した額を当該事由が生じた日の属する
月の翌月までに一括して返還する必要があり
ます。
① 貸与契約の解除事項（※２）に該当
し貸与契約を解除されたとき。
② 上記⑴の①～③に掲げる要件のいずれ
かを満たすことができなかったとき。
③ 死亡したとき（貸与契約の解除事項⑤
に該当する場合を除く。）。

（※２）貸与契約の解除事項は、大学在
籍中に、次のいずれかに該当する場合。
① 退学したとき。
② 心身の故障のため修学の見込みがなく
なったと認められるとき。
③ 学業成績が著しく不良となったと認められ
るとき（留年等により修学の見込みがなく
なったと認められるとき。）。
④ 修学資金の貸与を受けることを辞退した
とき（転学部又は転学科のときに限る。）。
⑤ 死亡したとき。
⑥ その他修学資金の貸与の目的を達成す
る見込みがなくなったと認められるとき。

備考

奨学金の対象者となる入学者選抜を大学が行う。

総貸与額には生活費の他、入学金相当額、授業料相当額及び
図書購入費を含む。学年ごとの貸与額の内訳は、以下のとおりで
ある。

貸与方法ついては、毎年４回（４、７、10、１月）に分けて、以
下のとおり貸与している。

H29

・地域医療教育関連シンポジウム参加（地域医療支援機構などが主催するもの）
・学会発表（日本医学教育学会、日本プライマリ・ケア連合学会、九州地域医療教育研究
会、鹿児島救急医学会など）支援
・進学校への出前授業で地域枠制度を説明する

貸与対象
貸与額　（例：200,000）

取組の名称 取組の概要（1～2行程度） 開始年度

地域医療教育講演会 地域医療の専門家を招聘し、地域医療の様々な分野について学ぶ。 H21以前

新入生歓迎懇親会 地域枠の仲間として、縦と横の繋がりを作る。 H26

知事と新入生との対面 知事の思いを聞き、地域枠としてのモチベーションを高める。 H29

鹿児島県医師修学資金貸与医学生・
卒業医師と、出身地首長・郡市医師会
等との意見交換会

地域枠医師向けキャリア形成プログラム
冊子発刊

１～３に記入したもの以外で、その他、地域の医師確保の観点から大学の今後の取組があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）
特に、都道府県からの奨学金の貸与を受ける者、地域枠入学者を確保するために貴大学で取り組まれていることや今後の取組予定がありましたら、ご記入ください。

H29

自治医科大学卒業医師との交流会

奨学金の設定
主体 貸与人数

将来共に働く自治医大出身医師との交流を図る。

地域の行政、医師会、医師との交流により、将来の地域枠医師として働くモチ
ベーションを高める。

①都道府県が設定する奨学金について、以下をご記入ください。併せて、都道府県が厚生労働省に提出する予定の地域の医師確保等に関する計画及び「地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律」（平成元年法律第64号）第４条に規定
する都道府県計画等に位置づけることを約束する文書を添付して下さい。
なお、複数の奨学金を設定している場合は、それぞれ記入ください。

取組の概要（1～2行程度） 開始年度

地域枠制度・キャリア形成説明会 毎年7月頃に鹿児島大学病院総合臨床研修センター職員や県の臨床研修
プログラム責任者による講演を行っている。 H29

取組の名称 取組の概要（1～2行程度） 開始年度

卒後のキャリアパスに関する個別面談 ５・６年生全員、研修医、後期研修医に対して卒後のキャリアパスに関する個
別面談を実施している。 H22

地域枠卒業医師・医学生勉強会
地域枠卒業医師が、自身のキャリア形成と、専門分野のトピック紹介（症例、
代表的疾患）を講演（オンライン)し、学生はオンライン上で直接質問できる。
年に9-10回程度実施している。

R3

地域枠医師に特化した、キャリア形成プログラムに関する紹介冊子を作製・配
布 H29

取組の名称
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学 生 募 集 要 項
学 校 推 薦 型 選 抜 Ⅱ

鹿 児 島 大 学

令和８年度

法 文 学 部
教 育 学 部
理 学 部
医 学 部
歯 学 部
工 学 部
農 学 部
共 同 獣 医 学 部

やむを得ない事由によって、本要項の記載とは異なる日程、方法等で選抜を実施することがあります。
変更となる場合は決定次第、本学ホームページで公表いたします。

入学者選抜実施日程
対　 象　 学　 部 農学部以外 農学部
インターネット出願
登録及び入学検定料
等支払い手続き期間

令和７年11月14日(金)９時
　　　～11月26日(水)17時

令和８年１月16日(金)９時
　　　～１月27日(火)17時

出 願 期 間
（出願書類等の提出）

令和７年11月21日(金)
　　　～11月26日(水)17時必着

※提出は郵送のみ

令和８年１月23日(金)
　　　～１月27日(火)17時必着

※提出は郵送のみ

選 抜 実 施 日 令和７年12月13日（土）
個別テスト等は出願書類のみの
ため、選抜実施日はありません

合 格 者 発 表 日 令和８年２月10日(火)10時(予定)

入 学 手 続 期 間 令和８年２月10日(火)～２月18日(水)17時必着
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医 学 部

教育目標
医学部は、全人的医療を実践しうる医療人の育成並びに独創的研究を行える研究者及び優れた指導者の育
成を目的とします。

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
１　求める人材像
⑴　思いやりのある人
⑵　幅広い基礎知識を有する人
⑶　人の生命や地域／グローバル社会に深い関心をもつ人
⑷　探究心があり、物事に積極的に取り組む人
⑸　AIなどの革新的技術を柔軟かつ適切に活用する意欲を持つ人

２　入学前に身につけておいて欲しいこと
⑴　基礎的な学力
⑵　コミュニケーション能力
⑶　医療への関心
⑷　人を思いやる心
⑸　物事に対する責任感
⑹　探究心
⑺　論理的な思考力

３　入学者選抜の基本方針
医学科は大学入学共通テストおよび面接により、基礎学力ならびに適性を判定します。

※　医学科のアドミッション・ポリシーについては、以下の医学部ホームページを参照してください。
https://www.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~med/education-of-medicine/three-policy/#p01

歯 学 部

教育目標
歯学部は「歯科医療人である前に良識豊かな人間であれ」という理念のもとに、下記の教育目標を達成し
ます。
⑴　全人的歯科医療を実践しうる歯学分野における幅広い知識と創造性に富む歯科医師および歯科医学教
育者・研究者の育成

⑵　地域医療に貢献しうる幅広い識見と人間性豊かな使命感にあふれる歯科医師および歯科医学教育者・
研究者の育成

⑶　国際社会においても卓越した貢献をなしうる歯科医師および歯科医学教育者・研究者の育成

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
１　求める人材像
⑴　生命への強い関心、人間としてのモラル、奉仕精神にあふれる人
⑵　歯科医学の知識や技能を十分理解・修得できる基礎学力のある人
⑶　歯科医療に情報科学技術を活用するための基礎的素養を備える人
⑷　歯科医学に興味を持ち、科学的探究心の豊かな人
⑸　幅広い視野と柔軟な感性を持ち、常に考え行動する資質のある人
⑹　歯科医療人として社会に貢献しようとする強い意欲を持つ人
さらに、学校推薦型選抜Ⅱによる入学者として、歯科医療の発展に貢献しようとする強い意欲と情熱を

持つ人を望んでいます。
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Ⅰ　募集人員、対象となる高等学校の学科等及び推薦人員

学 部 学 科 等 募集人員 対象となる高等学校の学科等 高等学校からの
推 薦 人 員

法文学部

法経
社会
学科

法学コース ９人 全学科 各校から２人以内
地域社会コース・
経済コース 30人 全学科 各校から２人以内

人文
学科

多元地域文化コース 20人 全学科 各校から２人以内
心理学コース ８人 全学科 各校から２人以内

教育学部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育
コース

一般 15人 全学科 各校から２人以内
音楽 ５人 全学科 各校から３人以内
保健体育 ９人 全学科 各校から３人以内

中
等
教
育
コ
ー
ス

国語 ３人 全学科 各校から２人以内
社会 ２人 全学科 各校から２人以内
英語 ２人 全学科 各校から２人以内
数学 ２人 全学科 各校から２人以内
理科 ３人 全学科 各校から２人以内

理 学 部
理
学
科

数理情報科学プログラム 10人 全学科 各校から５人以内
物理・宇宙プログラム 11人 全学科 各校から５人以内
化学プログラム ９人 全学科 各校から５人以内
生物学プログラム ９人 全学科 各校から５人以内
地球科学プログラム ８人 全学科 各校から５人以内

医 学 部 医学科 20人※1 全学科 各校から５人以内
歯 学 部 歯学科 ８人 全学科 各校から３人以内

工 学 部

先
進
工
学
科

機械工学プログラム 10人 全学科 各校から３人以内
電気電子工学プログラム 10人 普通科あるいはこれに準ずる学科 各校から３人以内

海洋土木工学プログラム
２人

高等学校設置基準第５条第２号に規定
する「専門教育を主とする学科」のう
ち職業教育を主とする学科及び同条第
３号に規定する総合学科※2

各校とも各科から 
２人以内

10人 普通科あるいはこれに準ずる学科 各校から３人以内

化学工学プログラム
２人

工業化学科、化学工学科、環境化学科、
材料技術科、機械科あるいはこれに準
ずる学科、もしくは総合学科※２

各校から２人以内

６人 普通科あるいはこれに準ずる学科 各校から３人以内
化学生命工学プログラム ９人 全学科 各校から３人以内

情報･生体工学プログラム
４人

高等学校設置基準第５条第２号に規定
する「専門教育を主とする学科」のう
ち職業教育を主とする学科及び同条第
３号に規定する総合学科※2

各校から２人以内

15人 普通科あるいはこれに準ずる学科 各校から３人以内
建
築
学
科
建築学プログラム 11人 全学科 各校から３人以内

農 学 部 農学科 34人 全学科 人数制限なし
共同獣医学部 共同獣医学科 ２人 全学科 各校から２人以内

（注）　学校推薦型選抜Ⅱと総合型選抜（自己推薦型選抜）の併願はできません。
（注）�　学校推薦型選抜Ⅱ（医学部医学科を除く）の入学手続完了者が募集人員に満たない場合は、その欠員は一般選抜（前期日

程）の募集人員に加えます。ただし、教育学部学校教育教員養成課程初等教育コース音楽及び保健体育の欠員は、一般選抜
（前期日程）の初等教育コース一般の募集人員に加えます。

※１�　医学部医学科においては、地域枠に係る臨時定員増を申請中（20人）であり、現時点において確定した人数ではありませ
ん。今後、確定した募集人員について、申請中の人数から変更がある場合は、本学ホームページ等において公表します。

※２�　総合学科については履修科目を確認のうえ判断しますので、事前に各学部等入試担当係に問い合わせてください。
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Ⅱ　出願資格等

次の各号に該当する者で、志願学部・学科等が指定する令和８年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テ
ストの所定の教科・科目（15～20頁参照）を受験し、高等学校（中等教育学校、高等部を置く特別支援学
校及び文部科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む。以下同じ。）における学業成績・人物が優秀
で、さらに高度の学業を修得する熱意と能力を有する者として高等学校長が責任をもって推薦できるもの。
なお、過年度の大学入学共通テストの成績については、令和８年度入学者選抜には利用しません。

１　対象となる高等学校の学科に在学し、令和８年３月までに卒業見込みの者
　なお、次の学部・学科等にあっては、以下に定めるとおりとします。
（1）理学部理学科及び歯学部歯学科は、対象となる高等学校の学科に在学し、令和８年３月までに卒業見
込みの者、又は令和７年３月に卒業した者

（2）医学部医学科は、鹿児島県内の高等学校に在学し、令和８年３月までに卒業見込みの者、又は鹿児島
県内の高等学校を卒業した者
　ただし、通信制高校（通学コース※の学生は除く）においては、キャンパスの所在が鹿児島県内であり、
鹿児島県内に在住のうえ、令和８年３月までに卒業見込みの者、又は卒業した者
※通信制高校の通学コースを令和８年３月までに卒業見込みの者、又は卒業した者が出願する場合は、
事前に出願要件について問い合わせること。

（3）農学部農学科は、対象となる高等学校の学科に在学し、令和８年３月までに卒業見込みの者、又は令
和５年３月以降に卒業した者

２　合格した場合は、入学することを確約できる者
３　次に掲げる学部・学科等にあっては、以下の推薦要件を満たす者
学部 学　科　等 推 薦 要 件
法
文
学
部

法
経
社
会
学
科

地域社会コース・
経済コース 高等学校の調査書の「学習成績概評」がＡである者

教

育

学

部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初
等
教
育
コ
ー
ス

一般 高等学校の調査書の「全体の学習成績の状況」が4.1以上で、教員になる意欲と熱意
がある者

音楽

（1）高等学校の調査書の「全体の学習成績の状況」が3.8以上である者
（2）音楽への興味・関心が高く、勉学意欲があり、更に教員を強く志望する者
（3）発表会やコンクールへの参加歴等（部活動や一般団体での活動を含む。）、音楽
実技活動の実績がある者

保健体育 高等学校の調査書の「全体の学習成績の状況」が3.8以上で、教員になる意欲と熱意
がある者

中
等
教
育
コ
ー
ス

国語 高等学校の調査書の「学習成績概評」がＡで、教員になる意欲と熱意がある者

社会 高等学校の調査書の「全体の学習成績の状況」が4.1以上で、教員になる意欲と熱意
がある者

英語 高等学校の調査書の「全体の学習成績の状況」が4.1以上で、教員になる意欲と熱意
がある者

数学
（1）数学Ⅲ（理数科は理数数学Ⅱ）を履修している者
（2）高等学校の調査書の「全体の学習成績の状況」が4.1以上で、数学への興味・関
心が高く、教員を強く志望する者

理科 高等学校の調査書の「全体の学習成績の状況」が4.1以上で、教員になる意欲と熱意
がある者

理
学
部

理
学
科

数理情報科学プログラム 数学及び情報科学への興味・関心が高い者

物理・宇宙プログラム 物理学及び天文学への興味・関心が高い者

化学プログラム 化学への興味・関心が高い者

生物学プログラム 生物学への興味・関心が高い者

地球科学プログラム 地学への興味・関心が高い者

（次頁へつづく）
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学部 学　科　等 推 薦 要 件

医

学

部

医学科

（1）高等学校の調査書の「学習成績概評」がＡで、鹿児島県における地域医療に従
事しようとする強い意欲と情熱を持つ者

（2）入学後は「鹿児島県医師修学資金」の貸与と鹿児島県キャリア形成卒前支援プ
ランの適用を受け、大学卒業後は鹿児島県キャリア形成プログラムの適用を受け
る者
※医師修学資金貸与制度
鹿児島県知事が指定する医療機関等に医師として勤務しようとする者に対し、修
学に必要な資金を貸与することにより、地域医療を確保することを目的とする制
度
※鹿児島県キャリア形成卒前支援プラン
鹿児島大学医学部の教育カリキュラムを基盤としつつ、地域医療へ貢献する意思
を有する学生に対し、地域医療や将来の職業選択に対する意識の涵養を図り、対
象学生が学生の期間を通じて、地域医療に貢献するキャリアを描けるように支援
することを目的とするプラン
※鹿児島県キャリア形成プログラム
医師が不足している地域における医師の確保と、対象医師の能力の開発・向上の
両立を目的に、原則９年間、鹿児島県が指定するへき地を含む鹿児島県内の医療
機関等で臨床研修及び就業をするプログラム

歯
学
部

歯学科 （1）高等学校の調査書の「学習成績概評」がＡである者
（2）歯科医療の発展に貢献しようとする強い意欲と情熱を持つ者

共
同
獣
医
学
部

共同獣医学科

　獣医師になる強い意欲と情熱があり、入学後に ｢鹿児島県獣医師確保対策修学資
金 (県事業)｣ あるいは ｢鹿児島県獣医師養成確保修学資金 (国事業)｣ の貸与を受け、
大学卒業後は鹿児島県の獣医師職員あるいは鹿児島県内の農業共済組合に獣医師と
しての勤務を希望する者
【（参考）在学生に対する修学資金について】
※（鹿児島県）獣医師確保対策修学資金
※�（鹿児島県農業共済組合）鹿児島県ＮＯＳＡＩ獣医師修学資金
注意点：�鹿児島県ＮＯＳＡＩ獣医師修学資金は、予算の関係で修学生の採用人数

に限度があり、修学生とならないこともありますが、修学生にならなかっ
たことにより翌年度以降の申請資格がなくなることはありませんので再
度申請できます。

（前頁からつづく）
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Ⅲ　入学者選抜方法

１　選抜方法
学部 学科等 選抜方法

法文学部

法
経
社
会
学
科

法学コース 大学入学共通テスト及び面接の成績の総合得点に基づいて選抜します。
調査書、高等学校長の推薦書及び自己推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

地域社会コース・
経済コース

大学入学共通テスト及び小論文の成績の総合得点に基づいて選抜します。
調査書及び高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

人
文
学
科

多元地域文化コース 大学入学共通テスト、小論文及び調査書の成績の総合得点に基づいて選抜します。
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

心理学コース 大学入学共通テスト、面接及び調査書の成績の総合得点に基づいて選抜します。
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

教育学部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初
等
教
育
コ
ー
ス

一般 大学入学共通テスト、面接及び調査書の成績の総合得点に基づいて選抜します。
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

音楽
大学入学共通テスト、実技検査、面接及び調査書（音楽実技活動の実績調書を含む。）
の成績の総合得点に基づいて選抜します。
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

保健体育
大学入学共通テスト、面接及び調査書（実技調書を含む。）の成績の総合得点に基
づいて選抜します。
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

中等教育コース
　国語、社会、英語、
　数学、理科

大学入学共通テスト、面接及び調査書の成績の総合得点に基づいて選抜します。
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

理 学 部 理学科（全プログラム） 大学入学共通テスト及び面接の成績に基づいて総合的に選抜します。
調査書及び高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

医 学 部 医学科 大学入学共通テスト及び面接の成績の総合得点に基づいて選抜します。
調査書及び高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

歯 学 部 歯学科 大学入学共通テスト及び面接の成績の総合得点に基づいて選抜します。
調査書及び高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

工 学 部

先
進
工
学
科

機械工学プログラム

大学入学共通テスト、面接及び調査書の成績の総合得点に基づいて選抜します。
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

電気電子工学プログラム
海洋土木工学プログラム
化学工学プログラム
化学生命工学プログラム
情報・生体工学プログラム

建
築
学
科
建築学プログラム 大学入学共通テスト、面接及び調査書の成績の総合得点に基づいて選抜します。

高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

農 学 部 農学科
大学入学共通テスト、調査書及び志望理由書の成績の総合得点に基づいて選抜し
ます。
高等学校の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

共同獣医
学 部 共同獣医学科

大学入学共通テスト、小論文及び面接の成績の総合得点に基づいて選抜します。
調査書及び高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。
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２　小論文・面接の実施日等
　実施日　令和７年12月13日（土）
　場　所　志願する学部の検査場

※検査場案内図等の詳細は、受験票印刷時に「受験案内」（33頁５参照）で確認してください。

３　小論文等の時間割

時刻
学部・学科等 ９：00 10：00 11：00 12：00 13：00 14：00 15：00 16：00

法文学部

8:30
集合

法経社会学科
法学コース
地域社会コース・
経済コース

人文学科
多元地域文化コース
心理学コース 12:30

集合

教育学部
学校教育教員養成課程
初等教育コース
一般
音楽 8:40

集合
保健体育

中等教育コース
国語、社会、英語、
数学、理科

12:30
集合

理学部

8:40
集合

理学科
数理情報科学プログラム
物理・宇宙プログラム
化学プログラム
生物学プログラム
地球科学プログラム

医学部 8:30
集合医学科

歯学部 8:30
集合歯学科

工学部

8:40
集合

先進工学科
機械工学プログラム
電気電子工学プログラム
海洋土木工学プログラム
化学工学プログラム
化学生命工学プログラム
情報・生体工学プログラム

建築学科 12:40
集合建築学プログラム

農学部
個別テスト等は出願書類のみのため、来学の必要はありません。

　農学科

共同獣医学部 8:40
集合共同獣医学科

（注）面接の終了時間は、受験者数により前後する場合があります。
※　歯学部歯学科では、受験者に面接用資料を作成させ（作文、40分）、それらに基づき面接を行います。

面接　9:00～

小論文
9:00～10:30

小論文
9:00～11:00

面接　13:00～

面接　9:00～

実技検査　9:00～　面接（実技検査終了後）

面接　9:00～

面接　13:00～

面接　9:00～

面接　9:00～

面接用資料※

9:00～9:50 面接　10:20～

面接　9:00～

面接　13:00～

小論文
9:00～11:00 面接　13:00～

−13−
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Ⅳ　入学者選抜の実施教科・科目等について

志望する学部・学科等が指定する大学入学共通テストの利用教科・科目に対し、実際に受験した教科・
科目が不足している場合や相違がある場合、又は第１解答科目の選択に誤りがある場合は、「出願無資格
者」として取り扱いますので注意してください。

教科・科目名の表記について

１　大学入学共通テストの利用教科・科目名は、次のように略しています。

（本学が実施する個別テスト等の出題教科・科目名についても同様に略しています。）

○　国語→国

『国語』→「国」

○　地理歴史→地歴

『地理総合、地理探究』→「地理」、『歴史総合、日本史探究』→「日本史」、

『歴史総合、世界史探究』→「世界史」、『地理総合／歴史総合／公共』→「地歴公」

○　公民

『公共、倫理』→「公倫」、『公共、政治・経済』→「公政経」、

（再掲）『地理総合／歴史総合／公共』→「地歴公」

○　数学→数

『数学Ⅰ、数学Ａ』→「数ⅠＡ」、『数学Ⅰ』→「数Ⅰ」、

『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』→「数ⅡＢＣ」

○　理科→理

『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』→「理科基礎」、

『物理』→「物」、『化学』→「化」、『生物』→「生」

○　外国語→外

『英語』→「英」、『ドイツ語』→「独」、『フランス語』→「仏」、『中国語』→「中」、

『韓国語』→「韓」

○　情報→情

『情報Ⅰ』→「情Ⅰ」

（注）�大学入学共通テストの出題科目の表記については、文部科学省通知のとおりとしています。

２�　大学入学共通テストの利用方法については、次の例のように利用教科・科目名、利用方法を示してい

ます。

［例］
地理、日本史、世界史から１科目を選択　→　地理、日本史、世界史から１
地歴又は公民から１科目選択　→　地理、日本史、世界史、地歴公　

から１
	 公倫、公政経

理科から２科目を選択　→　理科基礎、物、化、生、地学から２
※学部・学科等により選択解答の方法が異なるため、注意書きを十分確認してください。

�
⎜
�
⎜
�

−14−

学則変更の趣旨 - 17



−18−

理学部 （注）大学入学共通テストの ｢地歴｣、｢公民｣ 及び ｢理｣ において、１科目のみを課している場合は、第１解答科目として選択解答してください。

学科等名

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別テスト等 大学入学共通テスト・個別テスト等の配点等

教科 科目名等
教
科
等

科目名等 区分 国語 地歴
・公民 数学 理科 外国語 情報 小論文実技等 面接 調査書 配点

合計

理
学
科

数理情報科学プロ
グラム

国
地歴
公民 
数

理
外

国
地理、日本史、世界史、地歴公�

�
�
から１公倫、公政経

数ⅠＡ
数ⅡＢＣ
物、化、生、地学から２
英、独、仏、中、韓から１

［５教科７科目］

そ
の
他

面接
共通
テスト 150 50 400 200 200 1000

個別
テスト等 ※ ※

計 150 50 400 200 200 ※ ※

物理・宇宙プログ
ラム
化学プログラム
生物学プログラム
地球科学プログラム

そ
の
他

面接
共通
テスト 150 50 300 300 200 1000

個別
テスト等 ※ ※

計 150 50 300 300 200 ※ ※

医学部 （注）大学入学共通テストの ｢地歴｣、｢公民｣ 及び ｢理｣ において、１科目のみを課している場合は、第１解答科目として選択解答してください。

学科等名

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別テスト等 大学入学共通テスト・個別テスト等の配点等

教科 科目名等
教
科
等

科目名等 区分 国語 地歴
・公民 数学 理科 外国語 情報 小論文実技等 面接 調査書 配点

合計

医学科 国
地歴
公民 
数

理
外
情

国
地理、日本史、世界史�

�
�
から１公倫、公政経

数ⅠＡ
数ⅡＢＣ
物、化、生から２
英
情Ⅰ

［６教科８科目］

そ
の
他

面接 共通
テスト 200 100 200 200 200 25 925

個別
テスト等 80 80

計 200 100 200 200 200 25 80 1005

歯学部 （注）大学入学共通テストの ｢地歴｣、｢公民｣ 及び ｢理｣ において、１科目のみを課している場合は、第１解答科目として選択解答してください。

学科等名

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別テスト等 大学入学共通テスト・個別テスト等の配点等

教科 科目名等
教
科
等

科目名等 区分 国語 地歴
・公民 数学 理科 外国語 情報 小論文実技等 面接 調査書 配点

合計

歯学科 国
地歴
公民 
数

理
外
情

国
地理、日本史、世界史、地歴公�

�
�
から１公倫、公政経

数ⅠＡ
数ⅡＢＣ
物、化、生から２
英
情Ⅰ

［６教科８科目］

そ
の
他

面接 共通
テスト 200 100 200 200 200 30 930

個別
テスト等 200 200

計 200 100 200 200 200 30 200 1130

（配点の※は21頁参照）
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２　大学入学共通テストにおける外国語の配点について
⑴　『英語』を受験した者については、試験の成績（リーディング100点、リスニング100点、合計200点
満点）に対する配点比率を下表のとおり換算したうえで、さらに各学部・学科等が定める配点に換算
して利用します。
ただし、リスニングの受験を免除された者については、リーディングの成績（100点満点）を200点

満点に換算したうえで、さらに各学部・学科等が定める配点に換算して利用します。
⑵　『英語』以外の科目を受験した者については、試験の成績（200点満点）を各学部・学科等が定める
配点に換算して利用します。

学　部 学 科 ・ 課 程 等 リーディング リスニング 計

法 文 学 部

法経社会学科
法学コース

120 30 150
地域社会コース・
経済コース

人文学科
多元地域文化コース

心理学コース

教 育 学 部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育
コース

一般

160 40 200音楽

保健体育

中
等
教
育
コ
ー
ス

国語
160 40 200

社会

英語 240 60 300

数学
80 20 100

理科

理 学 部 理学科

数理情報科学プログラム

160 40 200

物理・宇宙プログラム

化学プログラム

生物学プログラム

地球科学プログラム

医 学 部 医学科 150 50 200

歯 学 部 歯学科 160 40 200

工 学 部
先進工学科

機械工学プログラム 80 20 100

電気電子工学プログラム 160 40 200

情報･生体工学プログラム※ 80 20 100

建築学科 建築学プログラム 160 40 200

農 学 部 農学科 240 60 300

共同獣医学部 共同獣医学科 240 60 300

※�　工学部先進工学科情報･生体工学プログラムにおいて外国語を課すのは、「専門教育を主とする学科及び総合学
科」のみです。

−22−

学則変更の趣旨 - 19

ia21266user
四角形



外部英語検定試験スコアによるみなし満点（又は加点）制度の利用について

下表「外部英語検定試験一覧」にある「スコア基準」欄のスコアを取得している者は、外部英語検定試験
スコアによるみなし満点（又は加点）制度の利用ができます。本制度の利用対象は、一般選抜（前期日程・
後期日程）、学校推薦型選抜Ⅱ及び総合型選抜（自己推薦型選抜）の大学入学共通テスト「外国語」を課す
学部・学科等とし、大学入学共通テスト「外国語」を英語で受験した者に限ります。

〈外部英語検定試験一覧〉
外部英語検定試験名 スコア基準

Cambridge English（ケンブリッジ英検） FCE以上
実用英語技能検定（英検S-CBTも含む） 準１級合格以上
GTEC（CBTタイプ） 1250点以上 
IELTS（アカデミックモジュール） 5.5以上（Overall Band Score） 
TEAP（PBT版） 334点以上
TOEFL iBT 72点以上
TOEIC L&R／ TOEIC S&W（公開テスト） 1095点以上（L&R785点以上かつS&W310点以上）

※　対象となるスコアは 2023 年度～ 2025 年度実施分とし、出願時までに取得したものに限ります。 

上表のスコアを取得している者は、出願時に必要情報の登録や成績証明書等の提出を行うことで、大学入
学共通テスト「外国語」の「英語リーディング」及び「英語リスニング」の得点について、以下のように取
り扱うこととします。
「英語リーディング」の得点率 大学入学共通テスト「英語リーディング」の得点
80％以上 得点を満点とみなす（みなし満点制度）
80％未満 得点の 25％を加点する（加点制度）

 「英語リスニング」の得点率 大学入学共通テスト「英語リスニング」の得点
80％以上 得点を満点とみなす（みなし満点制度）
80％未満 得点の 25％を加点する（加点制度）

以下に具体的な計算例を示します。
実 際 の 得 点 → みなし満点（又は加点）制度適用後の得点

例１
英語リーディング　82 点

→
英語リーディング　100 点

英語リスニング　　90 点 英語リスニング　　100 点

例２
英語リーディング　82 点

→
英語リーディング　100 点

英語リスニング　　70 点
英語リスニング　　87.5 点
　※ 70 点＋（70 点× 0.25）＝ 87.5 点

例３
英語リーディング　72 点

→

英語リーディング　90 点
　※ 72 点＋（72 点× 0.25）＝ 90 点

英語リスニング　　90 点 英語リスニング　　100 点

例４
英語リーディング　72 点

→

英語リーディング　90 点
　※ 72 点＋（72 点× 0.25）＝ 90 点

英語リスニング　　70 点
英語リスニング　　87.5 点
　※ 70 点＋（70 点× 0.25）＝ 87.5 点

※�　みなし満点（又は加点）制度適用後の得点については、各選抜区分において各学部・学科等が定める「英語リー
ディング」及び「英語リスニング」の配点に基づいた換算を行います。
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Ⅵ　採点・評価基準
１　小論文
次の学部・学科等で小論文を課し、それぞれ修学上必要な能力をみます。

⑴　法文学部法経社会学科地域社会コース・経済コース
社会の諸事象に関する文章などを読ませ、社会的な問題に対する関心や思考力、文章などの読解力な

らびに論理的な説明能力をみます。
⑵　法文学部人文学科多元地域文化コース
出題の内容について、発想の柔軟さ、適切な論理の展開と表現能力を問います。

⑶　共同獣医学部共同獣医学科
提示された資料、課題に対する理解力、分析力、論理的思考力及び文章表現力等を評価・採点します。

なお、資料は英文で提示することがあります。

２　実技検査
教育学部学校教育教員養成課程初等教育コース音楽は、実技検査を課します。
ピアノ、声楽、ソルフェージュ、その他の楽器（希望者のみ）を課し、音楽の基礎的能力と表現力・技

術力をみます。

３　面接
次の学部・学科等で面接を課します。

学 部 学科・課程等
面 接 の 形 態

面接時間 評 価 事 項
個人面接 集団面接 面接員数

法文学部
法経社会学科 法学コース ○ 人

２〜３
分

15
学習意欲、社会の諸問題に対する関心の高さ、基礎的
な表現力をみます。

人文学科 心理学コース 　○※1 ２～３ 15 人の心と行動に対する関心の高さ、勉学意欲、コミュ
ニケーション能力などをみます。

教育学部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育
コース

一般 ○ ２～３ 15 教員志望への熱意、初等教育への関心、コミュニケー
ション能力などをみます。

音楽 ○ ２～５ 15 教員志望への熱意、音楽の教育への関心、コミュニケー
ション能力などをみます。

保健体育 ○ ２～３ 15 教員志望への熱意、体育の教育への関心、コミュニケー
ション能力などをみます。

中等教育
コース

国語 ○ ３～６ 15 国語の基礎的内容の理解、国語への興味・関心、勉学
意欲の程度、教員志望への熱意をみます。

社会 ○ ３～８ 20 地理歴史及び公民の基礎的内容の理解、社会科への興
味・関心、勉学意欲及び教員志望への熱意などをみます。

英語 ○ ２～５ 15 英語の基礎力、関心、勉学意欲の程度、教員志望への
熱意を評価します（英語による質疑応答を含みます）。

数学 ○ ２〜５ 20
数学Ⅲの基本的内容の理解の確認、数学への興味・関
心の程度、数学を題材とした書物の読書体験、教員志
望の熱意などをみます。

理科 ○ ３〜８ 15 理科に関する基礎的理解や学力の確認、教員志望の意
欲や熱意などをみます。

理 学 部 理学科（全プログラム） ○ ３ 15

志望動機、学習意欲、基礎学力などについて評価しま
す。なお、面接の評価は段階評価（Ａ及びＢの２段階）
とし、「鹿児島大学理学部高大接続科目等履修生に関す
る細則」の規定に基づいて開講される高大接続科目等
履修（いわゆる先取り履修）の合格者については、そ
の学業成績証明書を出願時に提出することで、面接の
受験を免除し、かつＡ評価として取り扱います。

医 学 部 医学科 ○ ３〜５ 20
鹿児島県における地域医療に従事しようとする強い意
欲と情熱を持つ者について、医療人としての適性及び
能力をみます。

歯 学 部 歯学科 　○※2 ３ 20
歯科医療の発展に貢献しようとする強い意欲と情熱を
持つ者について、歯科医療人としての適性及び能力を
みます。

（次頁へつづく）
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Ⅶ　合否判定基準

１　大学入学共通テスト及び個別テスト等の総合得点により順位付けを行い、合否を決定します。（ただし、
理学部においては大学入学共通テスト及び個別テスト等を総合判定し、合否を決定します。）
なお、本学が課す大学入学共通テスト及び個別テスト等のうち、１つでも受験しなかった者は失格とな

り、合否判定の対象とはなりません。
２　１に加えて、教育学部（初等教育コースの保健体育は除く。）・理学部・医学部・歯学部・工学部（化学
工学プログラムの専門教育を主とする学科等は除く。）・農学部・共同獣医学部においては、合否判定を次
表のとおり行います。
なお、次表における「大学入学共通テストの合計得点」とは、各学部・学科等が定める配点に換算した

後の得点（外部英語検定試験スコアによる希望者優遇制度を利用する場合は、同制度適用後の得点）を指
します。
学部 学科等 合否判定基準

教育学部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育コース
一般

大学入学共通テストの合計得点が配点合計の 55％を目安とする
教育学部が定める基準に満たない場合、又は面接の評価が著しく
低い場合（配点の 25%以下）、総合得点の順位にかかわらず不合
格とすることがあります。

音楽 面接の評価が著しく低い場合（75 点以下）、総合得点にかかわら
ず、不合格とすることがあります。

中等教育コース
国語、社会、
英語、数学、
理科

大学入学共通テストの合計得点が配点合計の 55％を目安とする
教育学部が定める基準に満たない場合、又は面接の評価が著しく
低い場合（配点の 25%以下）、総合得点の順位にかかわらず不合
格とすることがあります。

理 学 部理学科（全プログラム）

大学入学共通テストの合計得点が配点合計の 50％を目安とする
理学部が定める基準に満たない場合、不合格とすることがありま
す。また、面接の評価が理学部の定める基準に満たない場合、不
合格とします。

医 学 部医学科 面接の評価が著しく低い場合（10 点以下）、総合得点の順位にか
かわらず不合格とすることがあります。

歯 学 部歯学科

大学入学共通テストの合計得点が配点合計の 70％を目安とする
歯学部が定める基準に満たない場合、 又は面接の得点が配点の 
50％未満の場合、総合得点の順位にかかわらず不合格とすること
があります。

工 学 部

先
進
工
学
科

機械工学プログラム
大学入学共通テストの合計得点が配点合計の 50％を目安とする
工学部が定める基準に満たない場合、総合得点の順位にかかわら
ず不合格とすることがあります。

電気電子工学プログラム
大学入学共通テストの合計得点が配点合計の 50％を目安とする
工学部が定める基準に満たない場合、総合得点の順位にかかわら
ず不合格とすることがあります。

海洋土木工学プログラム
大学入学共通テストの数学と理科の合計、面接、調査書の３つの
評価項目のうち、いずれか１つでも配点の 40％未満の場合、総
合得点の順位にかかわらず不合格とします。

化学工学プログラム※
大学入学共通テストの合計得点が配点合計の 50％を目安とする
工学部が定める基準に満たない場合、総合得点の順位にかかわら
ず不合格とすることがあります。

化学生命工学プログラム
大学入学共通テストの合計得点が配点合計の 40％を目安とする
工学部が定める基準に満たない場合、総合得点の順位にかかわら
ず不合格とすることがあります。

情報・生体工学プログラム
大学入学共通テストの合計得点が配点合計の 50％を目安とする
工学部が定める基準に満たない場合、総合得点の順位にかかわら
ず不合格とすることがあります。

建
築
学
科
建築学プログラム

大学入学共通テストの合計得点が配点合計の 60％を目安とする
工学部が定める基準に満たない場合、 又は面接の得点が配点の
50％未満の場合、総合得点の順位にかかわらず不合格とすること
があります。

（次頁へつづく）※　化学工学プログラム（普通科等）のみ合否判定基準を設ける。
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Ⅷ–ⅰ　出願手続（農学部以外）

　インターネットを利用した出願手続を行います。鹿児島大学のインターネット出願登録サイトにアクセ
スし、本学生募集要項の内容を参照しながら出願手続を行ってください。

【鹿児島大学インターネット出願登録サイト】
　https://www.kagoshima-u.ac.jp/exam/web03.html

　なお、出願手続を完了するためには以下の①～③の手続きを全て行う必要があります。

①出願情報の登録 ②入学検定料等の支払い ③出願書類等の作成・提出

インターネットでの出願登録や入学検定料等の支払いを行っただけでは、出願手続完了となりません。
必ず出願期間内に鹿児島大学で受理されるように出願書類を提出してください。
※�出願期間内に出願書類の提出がない場合は、出願未完了（登録データ無効）となりますので、注意
してください。

１　インターネットを利用した出願情報の登録及び入学検定料等の支払い

出願登録及び支払い手続期間　令和７年11月14日（金）９時 ～ 11月26日（水）17時

注）「２　出願期間」に示す期間内に出願書類が鹿児島大学で受理される必要がありますので、それに間
に合うように登録・支払いを済ませてください。

⑴　インターネットによる出願情報の登録
①　事前準備が必要となる主な事項
・「Web 方式」による大学入学共通テスト成績請求情報の提供のための申込番号等 
大学入学共通テスト成績請求票のデジタル化に伴い、本学では「Web方式」による大学入学共通

テストの成績請求情報の提供のための申込番号等の入力が必要になります。
大学入学共通テストの出願サイトのマイページから申込番号等を確認し、本学インターネット出

願登録サイトに申込番号等を入力することで、本学インターネット出願登録サイトと大学入学共通
テストの出願サイトがWeb上で連携され、大学入試センターから本学に成績請求情報が提供されま
す。

・電子メールアドレス
スマートフォン・携帯電話の電子メールアドレスやフリーメールのアドレスも利用可能です。登

録された電子メールアドレスは、出願情報登録完了等の確認メールの送信に利用するほか、セキュ
リティコードの再通知の際にも必要になります。

・Ａ４サイズの普通紙が印刷できるプリンタ
出願確認票や受験票の印刷に利用します。自宅にない場合は、学校やコンビニエンスストア等を

利用してください。
・証明写真（顔写真）データ
上半身・脱帽・正面向きかつ無背景で出願期間から６ヶ月以内にスマートフォンやデジタルカメ

ラ等を用いて撮影したカラー写真で、データ容量が100KB以上5MB以下のjpg又はpngデータが必要
です。

②　インターネット出願登録サイトからの出願登録
パソコン又はスマートフォンから上記URLにアクセスし、注意事項等を確認のうえ、出願情報（選

抜区分、志望学部・学科等、氏名、連絡先等）の登録を行ってください。
なお、受験番号及びセキュリティコードについては、翌年度５月に行われる入試成績開示において

必要となりますので、大切に保管してください。
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⑵　インターネット出願登録サイトでの入学検定料等の支払い方法

事項 摘　　　要

入　学　検　定　料

及　び

成績開示請求手数料
（希望者のみ）

１．入学検定料　　17,000円
　　成績開示請求手数料　　１選抜ごとに500円（希望者のみ）
※上記のほかに、1回の出願登録につき別途サービス利用料が志願者負担として必
要です。

２．支払い方法
コンビニエンスストア、銀行ATM（Pay-easy での支払い）、ネットバンキング、
クレジットカードでの支払いが可能です。
３．入学検定料等の返還について

既納の入学検定料は、次の場合を除き、いかなる理由があっても返還しません。
（ア�）入学検定料を払い込んだが、出願しなかった（出願書類等を提出しなかっ

た又は出願が受理されなかった）場合
（イ）入学検定料を誤って二重に払い込んだ場合
返還請求の方法については、 本学ホームページ（https://www.kagoshima-u.
ac.jp/exam/henkan.html）に掲載していますので、ご確認ください。
（返還請求期限：令和７年12月31日（水）消印又はメール受信有効）
なお、返還にかかる振込手数料は志願者の負担となり、実際の返還額は振込手
数料を差し引いた金額となります。
また、入学検定料等の払込時のサービス利用料は返還対象外となります。

⑶　インターネット出願登録サイトからアップロード作業が必要なもの（郵送不要）

事項 摘　　　要

証明写真（顔写真）データ
※白黒（モノクロ）不可

インターネット出願登録及び入学検定料等の支払い後、登録完了メールに記載され
ているURL から、インターネット出願登録サイトに再度ログインし、志願者本人の
写真のアップロードを行ってください。

２　出願期間
　令和７年11月21日（金）～11月26日（水）17時必着　　※提出は郵送のみ
※�「３　出願書類等」の種類によっては準備に時間を要する場合がありますので、事前に十分確認して
ください。なお、上記期間より前に到着したものについては、出願期間初日に出願受付を行います。

３　出願書類等
⑴　インターネット出願登録サイトから印刷する出願書類等

番号 出願書類等 摘　　　要

１ 出 願 確 認 票

この出願確認票は大学に郵送する書類です。
出願内容等に間違いがないか確認し、入学検定料等の支払い後にＡ４用紙にカラー
印刷したものを提出してください。

（注�）入学検定料等の支払い完了後は、出願確認票の変更ができなくなります。入学
検定料等の支払い後に登録内容のうち、氏名やフリガナ、性別、生年月日、住所、
電話番号、メールアドレス、高等学校名・学科名、外部英語検定試験の利用有無
の修正を行う場合は、出願確認票の修正部分に２重線を引き、その上に訂正印を
押して余白に正しい内容を朱書きしてください。	  
　それ以外の内容（選抜区分、志望学部・学科等）の修正がある場合は、出願登
録を再度やり直し、誤った出願登録については、出願書類等を郵送せず、上記返
還請求を行ってください。

－ 宛 名 ラ ベ ル
出願書類等郵送用として、市販の角形２号封筒（240mm ×332mm）を各自で事前に
準備してください。
宛名ラベルをＡ４用紙にカラー印刷し、準備した封筒の表側に貼り付けてください。

出願確認票及び宛名ラベルは、「１　インターネットを利用した出願情報の登録及び入学検定料等の支払い」がす
べて完了するまでは印刷できません。
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⑵　出願者が準備する出願書類等

番号 出願書類等 摘　　　要 対象学部

２ 調 査 書 等
（厳封されたもの）

文部科学省の定めた様式により出身学校長が作成した調査書を提出して
ください。（原則としてＡ４、両面印刷）

（注１）�調査書等は令和７年４月以降に発行し、厳封されたものを提出し
てください。

（注２）�出身高等学校等において指導要録が保存年限を超えた場合及び廃
校・被災その他の事情により、調査書が得られない場合は、「卒
業証明書」に加え、「成績証明書」又は「単位修得証明書」を提
出してください。
ただし、「成績証明書」又は「単位修得証明書」が提出できない
場合は、高等学校長等が作成した「成績証明書又は単位修得証明
書が発行できない旨の理由書」を代わりに提出してください。

全学部

３ 高等学校長の推薦書
（ダウンロード印刷）

本学所定の様式をダウンロードのうえ、高等学校長が作成し、押印のう
え厳封したものを提出してください。（Ａ４、片面印刷）

（注）記載責任者は、担任教諭としてください。

４ 自 己 推 薦 書
（ダウンロード印刷）

本学所定の様式をダウンロードのうえ、志願者本人が作成したものを提
出してください。（Ａ４、片面印刷）

法文学部
法経社会学科
法学コース

５ 実 技 関 係 調 書 等
（ダウンロード印刷）

本学所定の様式をダウンロードのうえ、学校教育教員養成課程初等教育
コース音楽の志願者は、下記の書類を提出してください。
①音楽実技活動の実績調書
高等学校長が作成し、押印のうえ厳封したものを提出してください。
なお、実績調書に記載した実績を証明するプログラム、賞状又は各種
検定グレード証明書等の写し等を添付してください。（Ａ４、片面印刷）

②実技検査受験種目届
志願者本人が記入し提出してください。（Ａ４、片面印刷）

③楽譜
声楽、その他の楽器、について必ず提出してください。
※�声楽　楽譜の右上に受験番号（６桁）及び志願者氏名を記入してく
ださい。
※�その他の楽器　楽譜の右上に受験番号（６桁）、志願者氏名及び楽器
名を記入してください。

教育学部
学校教育教員養成課程
初等教育コース 音楽

本学所定の様式をダウンロードのうえ、学校教育教員養成課程初等教育
コース保健体育の志願者は、下記の書類を提出してください。
①実技調書
高等学校長が作成し、押印のうえ厳封したものを提出してください。
なお、実技調書に記載した入賞歴を証明する資料の写し等を添付して
ください。（Ａ４、片面印刷）

教育学部
学校教育教員養成課程
初等教育コース 保健体育

６
学業成績証明書
の写し

「鹿児島大学理学部高大接続科目等履修生に関する細則」の規定に基づい
て開講される高大接続科目等履修（いわゆる先取り履修）の合格者で、
面接の受験の免除を希望する者は、インターネット出願登録サイトから
の出願登録時に高大接続科目等履修の有無を「有」と選択し、学業成績
証明書の写しを提出してください。
（注�）出願登録時に高大接続科目等履修の有無を「有」と選択した場合、

出願書類として学業成績証明書の写しの提出がないと面接の受験は免
除にならないため、ご注意ください。

理学部

７ 誓 約 書
（ダウンロード印刷）

本学所定の様式をダウンロードのうえ、志願者本人及び親権者（後見人）
が自筆で記入したものを提出してください。（Ａ４、片面印刷） 医学部医学科

８ 確 約 ・ 確 認 書
（ダウンロード印刷）

本学所定の様式をダウンロードのうえ、志願者本人及び保証人等が自筆
で記入したものを提出してください。（Ａ４、片面印刷）

共同獣医学部
共同獣医学科

（次頁へつづく）
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番号 出願書類等 摘　　　要 対象学部

９

（希望者優遇制度）
外部英語検定試験の
成績証明書等の写し

［2023～2025年度実施分］

23頁に記載された外部英語検定試験のスコア基準を満たす者で、大学
入学共通テスト「外国語」の得点にかかる優遇制度の利用を希望する者は、
インターネット出願登録サイトからの出願登録時に外部英語検定試験の
利用有無を「利用する」と選択（注１）し、必要項目を登録したうえで、選
択した検定試験の成績証明書等の写しを提出してください（注２）。（次表参
照）

検定試験名 出願登録項目 提出する成績証明書等
Cambridge English
（ケンブリッジ英検）

Verification Number
（８桁） 合格証明書（認定証）

実用英語技能検定
（英検S-CBTも含む）

個人番号（7桁）
受験年度
受験回

合格証明書
（デジタル証明書の写しも可）

GTEC
（CBTタイプ）

Test ID
（「GT」から始まる9桁）Official Score Certificate

IELTS
（アカデミックモジュール)

Test Report Form
Number（18桁） Test Report Form

TEAP（PBT版） Registration ID
（ハイフンなし11桁） スコアレポート

TOEFL iBT（注３） Test Taker Score 
Report

TOEIC L&R／S&W（注４）

（公開テスト）
(Digital) Official Score 
Certificate

（注１�）出願登録時に外部英語検定試験の利用有無を「利用しない」と選
択した場合、出願書類として成績証明書等が提出されていても優遇
制度は適用されませんので、ご注意ください。

（注２�）誤って原本を提出された場合でも、成績証明書等は返却しません
ので、ご了承ください。

（注３�）TOEFL iBTについては、出願書類提出までにETSのサイトから
My TOEFL Homeにログインし、鹿児島大学のDIコード（Institution 
Code）【0479】を入力のうえ、公式スコアデータのオンライン提出
手続きを必ず行ってください。MyBest Scoresは利用できません。

（注４�）TOEIC L&R／S&Wについては、日本国内で受験した場合は、出
願書類提出までにTOEIC申込サイトにログインし、鹿児島大学の申
請コード【00010001】を入力のうえ、公開テストスコアデータの
オンライン提出手続きを必ず行ってください。日本国外で受験した
場合は、スコアデータのオンライン提出を利用できませんので、成
績証明書類の写しに「国外受験」と書き添えて提出してください。

全学部

４　出願書類の提出方法
入学志願者は、「３　出願書類等」を番号順に取り揃え、市販の角形２号封筒（240mm ×332mm）に入

れてください。さらに、その封筒の表側にインターネット出願登録サイトから各自で印刷した宛名ラベル
を貼り付けて提出してください。

提出は、一般書留・速達郵便に限ります。持参による提出は原則できませんので、郵便事情を考慮して
早めに発送してください。ただし、出願期間より前に到着したものについては、学生部入試課で保管のう
え、出願期間初日に出願受付を行います。
日本国外から提出する場合は、上記宛名ラベルを貼り付けた封筒を国際スピード郵便（EMS）、国際宅

配便（FedEx、DHL等）のいずれかの専用封筒に封入して発送してください。

５　受験票の印刷通知及び受験案内等
令和７年12月５日（金）15時以降、インターネット出願登録サイトにログインすることで受験票を印

刷することが可能です。受験票をＡ４用紙（縦向き）にカラー印刷し、検査当日に持参してください。
また、上記日時頃に出願手続の際に登録した電子メールアドレスに「受験票印刷可能通知」を送信しま

す。この通知には、検査場の案内や検査時間、受験上の注意事項等を記載した「受験案内」に関するお知
らせも含まれていますので、必ず確認してください。

（前頁からつづく）

−33−
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６　大学入学共通テスト成績請求情報の提供手続 
令和７年12月10日（水）10時以降に、インターネット出願登録サイトにログインし、「申し込み一覧」

から大学入学共通テスト成績請求情報の提供手続を行ってください。成績請求情報の提供手続には、大学
入学共通テスト出願サイトの「ユーザー ID（メールアドレス）・パスワード」及び「申込番号」が必要で
す。
また、上記日時頃に出願手続の際に登録した電子メールアドレスに「共通テスト成績請求情報の提供手

続可能通知メール」を送信します。

７　出願手続に関する留意事項
⑴　出願書類に不備・記入もれなどがある場合は受理できませんので、十分点検して提出してください。
⑵　改姓名等により現在の氏名が出願書類の氏名と異なる場合は、戸籍抄本等の公的機関が発行する証明
書類を添付してください。

⑶　出願書類の返却はできません。ただし、出願書類に不備があり、出願手続を完了できなかった場合に
限っては返却します。

⑷　出願手続完了後に志望学部・学科等を変更することはできません。
⑸　受験票は、受験後も入学手続が完了するまで大切に保管してください。
⑹　出願手続その他に不正の事実があった場合は、入学許可後であっても入学許可を取り消すことがあり
ます。

【出願書類提出等の問い合わせ先】　鹿児島大学学生部入試課入試係（連絡先等は裏表紙参照）
※日本国外から提出する場合は、以下の宛先に発送してください。
　Kagoshima University Admissions Division
　1-21-24 Korimoto, Kagoshima, 890-8580, JAPAN
　+81-99-285-7355

−34−
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５　学校推薦型選抜Ⅱ［大学入学共通テストを課す］
次に示す学部・学科・課程等の入学定員の一部について、高等学校長（中等教育学校長、高

等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在外教育施設の長を含む。）
の推薦に基づき、大学入学共通テスト、小論文、実技検査、面接、出願書類等を各学部のアド
ミッション・ポリシーに基づき組み合わせて選抜を行います。詳細については、14頁及び66～
97頁を参照してください。
なお、総合型選抜（自己推薦型選抜）との併願はできません。 
法 文 学 部 － 全学科（全コース）
教 育 学 部 － 学校教育教員養成課程

初等教育コース（一般、音楽、保健体育）
中等教育コース（国語、社会、英語、数学、理科）

理 学 部 － 理学科（全プログラム）
医 学 部 － 医学科
歯 学 部 － 歯学科
工 学 部 － 全学科（全プログラム）
農 学 部 － 農学科
共同獣医学部 － 共同獣医学科

一人の入学志願者が一つの年度において国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大
学・学部を除く。以下同じ。）の学校推薦型選抜に出願できるのは、大学入学共通テストを課す選
抜及び課さない選抜を含めて、一つの大学・学部に限られています。
したがって、本学の学校推薦型選抜に出願した者は、他の国公立大学が実施する学校推薦型選
抜に出願することはできません。
ただし、本学の学校推薦型選抜Ⅰにおいて不合格となった場合に備えて、本学の同一の募集単
位（学科・課程・専攻等）が実施する学校推薦型選抜Ⅱに出願することができます。
（参考）国立大学協会ホームページ　https://www.janu.jp/univ/exam/

６　国際バカロレア選抜
国際バカロレア資格取得者を対象に、他の選抜とは異なった選抜を行います。詳細について

は、98～100頁を参照してください。

７　私費外国人学部留学生選抜
私費外国人学部留学生を対象に、他の選抜とは異なった選抜を行います。詳細については、

101～102頁を参照してください。
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入学者選抜実施日程

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 試 験 日 令和９年１月16日㈯・17日㈰

　やむを得ない事由によって、本要項の記載とは異なる日程、方法等で選抜を実施すること
があります。変更となる場合は決定次第、学生募集要項及びホームページで公表いたします。

選抜区分 学　　部 学生募集
要項発表 出願期間 個別テスト等 合格者発表 入学手続

一　
　
　

般　
　
　

選　
　
　

抜

前 期 日 程

全 学 部 11月中旬
１月25日㈪
～　　

２月３日㈬

２月25日㈭

�
�
�
�
�
�

教育学部、医学部医学
科、医学部保健学科看
護学専攻及び歯学部
　２月25日㈭・26日㈮

�
�
�
�
�
�

３月９日㈫
３月９日㈫
～　　
15日㈪

後 期 日 程

３月12日㈮

����
理学部は個別テスト等
を課さない

����

３月23日㈫
３月23日㈫
～　
27日㈯

総 合 型 選 抜
（ Ａ Ｏ 型 選 抜 ）

［�大学入学共通テ
ストを課さない］

工 学 部

８月下旬
９月24日㈭
　　～　　
　　28日㈪

10月17日㈯

11月２日㈪
11月２日㈪
　　～　　
　　９日㈪水 産 学 部 10月15日㈭

総 合 型 選 抜
（自己推薦型選抜）

［�大学入学共通テ
ストを課す］

法 文 学 部
理 学 部
工 学 部

９月下旬
11月２日㈪
～　　

　　５日㈭

12月12日㈯

２月10日㈬
２月10日㈬
～　　

　　17日㈬
医 学 部
歯 学 部
農 学 部
水 産 学 部
共同獣医学部

12月12日㈯・13日㈰
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選抜区分 学　　部 学生募集
要項発表 出願期間 個別テスト等 合格者発表 入学手続

学 校 推 薦 型
選 抜 Ⅰ

［�大学入学共通テ
ストを課さない］

法 文 学 部
教 育 学 部
医 学 部
工 学 部
農 学 部
水 産 学 部
共同獣医学部

８月下旬
11月２日㈪
～　　

　　５日㈭
11月17日㈫ 12月４日㈮

12月４日㈮
　　～　　
　　11日㈮

学 校 推 薦 型
選 抜 Ⅱ

［�大学入学共通テ
ストを課す］

法 文 学 部
教 育 学 部
理 学 部
医 学 部
歯 学 部
工 学 部
共同獣医学部

９月下旬

11月20日㈮
～　　

　　25日㈬
12月12日㈯

２月10日㈬
２月10日㈬
～　　

　　17日㈬

農 学 部
１月22日㈮
～　　

　　26日㈫

個別テスト等は
出願書類のみ

国際バカロレア選抜 全 学 部 ９月下旬
11月20日㈮
～　　

　　25日㈬

12月12日㈯

�
�
�
�
�
�

法文学部人文学科、工
学部及び水産学部水産
学科の個別テスト等は
出願書類のみ

�
�
�
�
�
�

２月10日㈬
２月10日㈬
～　　

　　17日㈬

私 費 外 国 人
学部留学生選抜

教 育 学 部
医 学 部
歯 学 部
農 学 部
水 産 学 部
共同獣医学部 ８月下旬

11月２日㈪
～　　

　　５日㈭
12月12日㈯

12月22日㈫
12月22日㈫
～　　

１月12日㈫

法 文 学 部
理 学 部
工 学 部

２月10日㈬
２月10日㈬
～　　
26日㈮
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募　　集　　人　　員

学　　部 学科・課程等 入学
定員

募 集 人 員
一般選抜 総合型

選　抜
（��AO型
選抜）

総合型
選　抜
（�自己推薦
型選抜）

学　校
推薦型
選　抜
Ⅰ

学　校
推薦型
選　抜
Ⅱ

国　際
バカロレア
選　抜

私費外国人
学部留学生
選　抜

前
期
日
程

後
期
日
程

法文学部

法
経
社
会
学
科

法学コース

245

70 8 3 9

各募集単位
とも若干人

各募集単位
とも若干人

地域社会コース
※1 98 ※1 20 ※1 7 ※1 30

経済コース
人
文
学
科

多元地域文化コース
165

80 10 5 10 20

心理学コース 30 2 8

　 小 計 　 410 278 38 5 22 67

教育学部

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程

初等教育
コース

一般

190

68 6
※2一15
地 9

若干人 若干人

音楽 5

保健体育 9

中

等

教

育

コ

ー

ス

国語 5 3

各募集単位
とも若干人

各募集単位
とも若干人

社会 3 2

英語 6 2

数学 6 2

理科 5 3

技術 3 2

家政 3 2

音楽 3 2

美術 3 2

保健体育 6

特別支援教育コース 11 4

　 小 計 　 190 122 10 8 50

理 学 部

理　

学　

科

数理情報科学プログラム

185

26 10

各募集単位
とも若干人

物理・宇宙プログラム 25 11

化学プログラム 25 9

生物学プログラム 21 9

地球科学プログラム 14 8

括り枠 13 14 若干人

　 小 計 　 185 111 13 14 47
� （次頁へつづく）

（注）　総合型選抜（自己推薦型選抜）と学校推薦型選抜Ⅱの併願はできません。
（注）　�総合型選抜（AO型選抜）、総合型選抜（自己推薦型選抜）、学校推薦型選抜Ⅰ、学校推薦型選抜Ⅱ（医学部医学科

を除く）及び国際バカロレア選抜（歯学部歯学科）の入学手続完了者が募集人員に満たない場合は、その欠員は一
般選抜（前期日程）の募集人員に含めます。また、国際バカロレア選抜（医学部医学科）の入学手続完了者が募集
人員に満たない場合は、その欠員は一般選抜（後期日程）の募集人員に含めます。

（注）　国際バカロレア選抜、私費外国人学部留学生選抜の入学手続完了者は、入学定員に含めます。
（注）　�医学部医学科及び歯学部歯学科において私費外国人学部留学生選抜の入学手続完了者がいる場合、一般選抜の合

格者数が募集人員より少なくなることがあります。
（注）　理学部の括り枠についての詳細は、16頁を参照してください。
（注）　�教育学部に出願を希望する者は、本学ホームページに掲載の（「こども性暴力防止法」の施行に伴う留意点）を、

必ず確認してください。（URL）https://www.kagoshima-u.ac.jp/exam/kodomo-notice.html
※１　法文学部法経社会学科の地域社会コース及び経済コースについては、２年次に進んだ時にコースを決定します。
　　　なお、各コースの定員は、地域社会コースが50人、経済コースが105人の予定です。
※２　一：一般枠　地：地域教員希望枠　離：離島枠
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学　　部 学科・課程等 入学
定員

募 集 人 員
一般選抜 総合型

選　抜
（�AO型
選抜）

総合型
選　抜
（�自己推薦
型選抜）

学　校
推薦型
選　抜
Ⅰ

学　校
推薦型
選　抜
Ⅱ

国　際
バカロレア
選　抜

私費外国人
学部留学生
選　抜

前
期
日
程

後
期
日
程

医 学 部

医学科 ※3 110 69 19 ※3 20 2

各募集単位
とも若干人

保 

健 

学 

科

看護学専攻

120

※4a 30
b 15

※2一 8
離 2 25

各募集単位
とも若干人理学療法学専攻 14 2 4

作業療法学専攻 14 2 4

　 小 計 　 230 142 23 10 33 20 2

歯 学 部 歯学科 53 35 5 3 8 2 若干人

工 学 部

先　

進　

工　

学　

科

括り枠

385

※5 30 8

機械工学プログラム ※5 51 ※5 11 5
※6専  2
普 6 10

各募集単位
とも若干人

各募集単位
とも若干人

電気電子工学プログラム ※5 46 ※5 13 2 10

海洋土木工学プログラム ※5 26 ※5 3 2
※6専  2
普10

化学工学プログラム ※5 20 ※5 3
※6専  2
普 6

化学生命工学プログラム ※5 30 ※5 6 9

情報 ･生体工学プログラム ※5 43 ※5 10
※6専  4
普15

建
築
学
科
建築学プログラム 55 34 5 5 11

　 小 計 　 440 280 51 8 10 12 79

農 学 部

国際食料資源学特別コース
（農学系サブコース） 12 9 3

各募集単位
とも若干人

各募集単位
とも若干人

農学科 163 82 20 10
※6専12
普  5 34

　 小 計 　 175 91 20 13 17 34

水産学部

国際食料資源学特別コース
（水産学系サブコース） 10 7 3 各募集単位

とも若干人
各募集単位
とも若干人

水産学科 130 60 54 4 12

　 小 計 　 140 67 54 4 3 12

共同獣医
学　　部

共同獣医学科 30
※4ａ11
ｂ11 6 2

各募集単位
とも若干人

各募集単位
とも若干人

畜産学科 30 14 5 5
※6専 4
普 2

　 小 計 　 60 36 5 11 6 2

合 計 1,883 1,162 219 12 69 110 307 4

（注）　工学部の括り枠についての詳細は、16頁を参照してください｡
※３　�医学部医学科の入学定員は令和８年度を期限とする暫定的な増員（学校推薦型選抜Ⅱ：20人）を含むものであり、

令和９年度においても地域枠に係る臨時定員増を申請予定ですが、現時点において確定した人数ではありません。
今後、募集人員について変更がある場合は、学生募集要項又は本学ホームページ等において公表します。

※４　ａ：配点パターンａ（大学入学共通テスト重視型）　ｂ：配点パターンｂ（個別テスト等重視型）
※５　工学部先進工学科の各プログラムの募集人員は目安の人員であり、志願状況等により合格者数は増減があります。
※６　専：専門教育を主とする学科及び総合学科　普：普通科あるいはこれに準ずる学科

（前頁からつづく）
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選抜方法等

学部・学科等名

学 校 推 薦 型 選 抜 専
門
学
科
・
総
合
学
科
卒
業
生
選
抜

帰

国

生

徒

選

抜

社

会

人

選

抜

学校推薦型選抜Ⅰ
大学入学共通
テストを課さ
ない

学校推薦型選抜Ⅱ
大学入学共通
テストを課す

個 別 テ ス ト 等

面 　 接

を 行 う

小 論 文

を 課 す

実技検査

を 課 す

出願書類を
評価して
採点する

そ の 他

法
文
学
部

法経社会
学科

法学コース
○ × ○ ○ × × ×

実施しない

× ○ ○ × × × ×
地域社会コース ･
経済コース

○ × ○ ○ × × ×
× ○ × ○ × × ×

人文学科
多元地域文化コース

○ × ○ ○ × × ×
× ○ × ○ × ○ ×

心理学コース ○ × ○ ○ × × ×
× ○ ○ × × ○ ×

教
育
学
部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育
コース

一般 × ○ ○ × × ○ ×
音楽 × ○ ○ × ○ ○ ×
保健体育 × ○ ○ × × ○ ×

中
等
教
育
コ
ー
ス

国語 × ○ ○ × × ○ ×
社会 × ○ ○ × × ○ ×
英語 × ○ ○ × × ○ ×
数学 × ○ ○ × × ○ ×
理科 × ○ ○ × × ○ ×
技術 ○ × ○ ○ ○ ○ ×
家政 ○ × ○ ○ × × ×
音楽 ○ × ○ × ○ ○ ×
美術 ○ × ○ × ○ ○ ×
保健体育 × × × × × × ×

特別支援教育コース × × × × × × ×

理
学
部

理
学
科

数理情報科学プログラム × ○ ○ × × × ×
物理・宇宙プログラム × ○ ○ × × × ×
化学プログラム × ○ ○ × × × ×
生物学プログラム × ○ ○ × × × ×
地球科学プログラム × ○ ○ × × × ×
括り枠 × × × × × × ×

医
学
部

医学科 × ○ ○ × × × ×

保健学科
看護学専攻 ○ × ○ ○ × × ×
理学療法学専攻 ○ × ○ ○ × × ×
作業療法学専攻 ○ × ○ ○ × × ×

歯学部 歯学科 × ○ ○ × × × ×

工　
　

学　
　

部

先　

進　

工　

学　

科

機械工学
プログラム

専門 ○ × ○ ○ × ○ ×
普通 ○ × ○ ○ × ○ ×

× ○ ○ × × ○ ×

電気電子工学プログラム
○ × ○ × × ○ ×
× ○ ○ × × ○ ×

海洋土木工学
プログラム

○ × ○ ○ × ○ ×
専門 × ○ ○ × × ○ ×
普通 × ○ ○ × × ○ ×

化学工学
プログラム

専門 × ○ ○ × × ○ ×
普通 × ○ ○ × × ○ ×

化学生命工学プログラム × ○ ○ × × ○ ×
情報・生体工学
プログラム

専門 × ○ ○ × × ○ ×
普通 × ○ ○ × × ○ ×

建
築
学
科

建築学プログラム × ○ ○ × × ○ ×

農
学
部

国際食料資源学特別コース（農学系サブコース） × × × × × × ×

農学科
専門 ○ × ○ ○ × × ×
普通 ○ × × ○ × × ○

× ○ × × × ○ ×
水産
学部

国際食料資源学特別コース（水産学系サブコース） × × × × × × ×
水産学科 ○ × ○ ○ × ○ ×

共同
獣医
学部

共同獣医学科 × ○ ○ ○ × × ×

畜産学科 専門 ○ × ○ ○ × × ×
普通 ○ × × ○ × × ○

※�詳細については、学校推薦型選抜Ⅰは49～65頁を、学校推薦型選抜Ⅱは66～97頁を参照してください。
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医 学 部

学科等名
区　

分

大学入学共通テストの利用教科･科目名 個 別 テ ス ト 等 大学入学共通テスト･個別テスト等の配点等

教科 科　　目　　名　　等
教
科
等

科　　目　　名　　等 区分 国語地歴・
　公民数学理科外国語情報小論文実技等面接調査書配点合計

医
学
科

前
期
国
地歴
公民
数

理
外
情

国
地理、日本史、世界史　から１公倫、公政経
数ⅠＡ
数ⅡＢＣ
物、化、生から２
英
情Ⅰ

［６教科８科目］

数
理
外

そ
の
他

数ⅠⅡⅢＡＢＣ
物、化、生から２
英コⅠ・英コⅡ・論表Ⅰ・論表Ⅱ・論表Ⅲ

面接

共通
テスト

200 100 200 200 200 25 925

個別
テスト等

200 400 200 120 920

計 200 100 400 600 400 25 120 1845

後
期

そ
の
他

小論文
面接

共通
テスト

200 100 200 200 200 25 925

個別
テスト等

200 120 320

計 200 100 200 200 200 25 200 120 1245

保
健
学
科

看
護
学
専
攻

前
期
国
地歴
公民
数

理
外
情

国
地理、日本史、世界史、地歴公　から１公倫、公政経
数ⅠＡ
数ⅡＢＣ
物、化、生から２
英、独、仏、中、韓から１
情Ⅰ

［６教科８科目］

理
外

そ
の
他

物、化、生から１
英コⅠ・英コⅡ・論表Ⅰ

面接

パ
タ
ー
ン
ａ

共通
テスト

200 100 200 200 200 25 925

個別
テスト等

200 200 100 500

計 200 100 200 400 400 25 100 1425

パ
タ
ー
ン
ｂ

共通
テスト

100  50 100 100 100 12.5 462.5

個別
テスト等

200 200 100 500

計 100 50 100 300 300 12.5 100 962.5

作
業
療
法
学
専
攻

理
学
療
法
学
専
攻

前
期
国
地歴
公民
数

理
外
情

国
地理、日本史、世界史、地歴公　から１公倫、公政経
数ⅠＡ
数ⅡＢＣ
理科基礎、物、化、生、地学から１
英、独、仏、中、韓から１
情Ⅰ

［６教科７科目］

数
理
外

数ⅠⅡＡＢＣ　 　から１物、化、生から1
英コⅠ・英コⅡ・論表Ⅰ

共通
テスト

200 100 200 100 200 25 825

個別
テスト等

200
＊

200
＊

200 400

計 200 100 400
＊

300
＊

400 25 1225

後
期

そ
の
他

小論文
面接

共通
テスト

200 100 200 100 200 25 825

個別
テスト等

200 100 300

計 200 100 200 100 200 25 200 100 1125

注）医学部保健学科看護学専攻の前期日程は、２つの配点パターンのうちいずれかを出願時に選択する必要があります。
注）医学部保健学科看護学専攻については、後期日程の募集はありません。

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

（注）�大学入学共通テストの「地歴」、「公民」及び「理」において、１科目のみを課している場合は、第１解答科目として選択解答
してください。

（配点の＊は30頁参照）
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【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄について
１　地理歴史及び公民を課す学部・学科等において、指定した教科・科目数を超えて受験してい
る場合は、第１解答科目の成績を利用します。
２　「地歴公」については、地理総合、歴史総合及び公共の３つの出題範囲のうちから、２つを選
択する必要があります。
　　また、地理歴史及び公民を２科目受験する場合については、以下のとおりです。
（1）「公倫」と「公政経」の組合せを選択することはできません。
（2）「地歴公」を選択する場合は、選択解答した問題の出題範囲と同一名称を含む科目の組合せ
を選択することはできません。

３　数学を課す学部・学科等において、指定した科目数を超えて受験している場合は、得点の高
い科目の成績を利用します。
４　理科を課す学部・学科等において、指定した科目数を超えて受験している場合は、第１解答
科目の成績を利用します。
５　「理科基礎」については、物理基礎、化学基礎、生物基礎及び地学基礎の４つの出題範囲のう
ちから、２つを選択する必要があります。
　　ただし、「理科基礎」を受験し、かつ「物」、「化」、「生」及び「地学」の４科目のうちから１
科目を受験する場合は、「理科基礎」において選択した２つの出題範囲と同一名称を付した科目
の選択は認めません。
６　「英」にはリスニングを含みます。また、「英」においてリーディングのみを受験しリスニン
グを受験しなかった者は、本学の指定する教科・科目を受験していない「出願無資格者」とし
て取り扱いますので注意してください。

【個別テスト等】欄について
出題範囲
１　数学
（1）数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲは全範囲から出題します。
　�　ただし、教育学部については、選択問題において数学Ⅲの内容を含む問題と含まない問題
の選択ができるものとします。

（2）数学Ａは「図形の性質」及び「場合の数と確率」を出題範囲とします。
（3）数学Ｂは「数列」を出題範囲とします。
（4）数学Ｃは以下のとおりとします。
①　教育・理（化学、生物学）・医（保健：理学療法、作業療法）・農・水産・共同獣医
　「ベクトル」を出題範囲とします。
②　理（数理情報科学、物理・宇宙、地球科学）・医（医）・歯・工
　「ベクトル」及び「平面上の曲線と複素数平面」を出題範囲とします。

２　理科
（1）　「物」は物理基礎、物理の全範囲から出題します。
（2）　「化」は化学基礎、化学の全範囲から出題します。
（3）　「生」は生物基礎、生物の全範囲から出題します。
（4）　「地学」は地学基礎、地学の全範囲から出題します。
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【大学入学共通テスト・個別テスト等の配点等】欄について
１　配点に※を付してある教科・科目等について
（1）�　法文学部法経社会学科法学コース（後期日程）において、大学入学共通テストを指定した

科目数以上受験している場合、「国語」、「地理歴史及び公民」、「数学」及び「理科」のうち
から得点の高い２教科の成績を利用します。（19頁）

（2）�　法文学部法経社会学科地域社会コース・経済コース（後期日程）において、大学入学共通
テストを指定した科目数以上受験している場合、「地理歴史及び公民」、「数学」及び「理科」
のうちから得点の高い１教科の成績を利用します。（19頁）

（3）�　法文学部人文学科多元地域文化コース（後期日程）において、大学入学共通テストを指定
した科目数以上受験している場合、「地理歴史及び公民」及び「数学」のうちから得点の高
い１教科の成績を利用します。（19頁）

（4）�　教育学部において、大学入学共通テストの数学及び理科に※を付してあるものは、「数学
２科目・200点、理科１科目・100点」、あるいは、「数学１科目・100点、理科２科目・200
点」の配点となります。
�　なお、数学及び理科を合わせて４科目受験している場合は、（i）数学の得点の高い科目、
（ii）理科の第１解答科目、（iii）残りの科目のうち得点の高い方の科目の成績を利用します。
（20～22頁）

（5）�　教育学部学校教育教員養成課程中等教育コース音楽（前期日程）における個別テスト等
（実技等）に※を付してあるものは、楽典60点、実技検査440点の配点となります｡（21頁）

（6）�　工学部における個別テスト等（面接）に※を付してあるものは、段階評価を表します。 
（26頁）

２　配点に＊を付してある教科について
（1）　教育学部において、配点に＊を付してある教科は選択教科を表します。（20～22頁）
（2）　医学部において、配点に＊を付してある教科は選択教科を表します。（25頁）
（3）�　農学部において、配点に＊を付してある教科は選択教科を表します。（27頁）
（4）　水産学部において、配点に＊を付してある教科は選択教科を表します。（27頁）
（5）　共同獣医学部において、配点に＊を付してある教科は選択教科を表します。（28頁）
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３　大学入学共通テストにおける外国語の配点について
（1）�　『英語』を受験した者については、試験の成績（リーディング100点、リスニング100点、

合計200点満点）に対する配点比率を下表のとおり換算したうえで、さらに各学部・学科等
が定める配点に換算して利用します。
�　ただし、リスニングの受験を免除された者については、リーディングの成績（100点満点）
を200点満点に換算したうえで、さらに各学部・学科等が定める配点に換算して利用します。

（2）�　『英語』以外の科目を受験した者については、試験の成績（200点満点）を各学部・学科等
が定める配点に換算して利用します。

学　　部 学科・課程等
前　期　日　程 後　期　日　程

配点パターン リーディング リスニング 計 リーディング リスニング 計

法文学部

法
経
社
会
学
科

法学コース

120 30 150
160 40 200地域社会コース ･�

経済コース
人
文
学
科

多元地域文化コース 120 30 150
心理学コース

教育学部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育コース（一般）

160 40 200

160 40 200

中
等
教
育
コ
ー
ス

国語
社会
英語
数学
理科
技術
家政
音楽
美術
保健体育

特別支援教育コース 160 40 200

理 学 部 理学科（全プログラム）
パターンａ 160 40 200

160 40 200
パターンｂ 100 25 125

医 学 部

医学科 150 50 200 150 50 200

保
健
学
科

看護学専攻
パターンａ 160 40 200
パターンｂ 80 20 100

理学療法学専攻
160 40 200 160 40 200

作業療法学専攻

歯 学 部 歯学科
パターンａ 160 40 200

160 40 200
パターンｂ 80 20 100

工 学 部 全学科（全プログラム） 120 30 150 160 40 200

農 学 部
国際食料資源学特別コース
（農学系サブコース） 320 80 400

農学科 240 60 300 240 60 300

水産学部
国際食料資源学特別コース
（水産学系サブコース） 320 80 400

水産学科 160 40 200 160 40 200

共同獣医学部
共同獣医学科

パターンａ 160 40 200
パターンｂ 80 20 100

畜産学科 240 60 300 240 60 300
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学校推薦型選抜Ⅱ
表　４－19

実施学部・学科等名 医学部　医学科
募 集 人 員 20人（８頁※３参照）

出 願 要 件

次の各号に該当する者で、高等学校（中等教育学校、高等部を置く特別支援学校及び文
部科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む。以下同じ。）における学業成績・人
物が優秀で、さらに高度の学業を修得する熱意と能力を有する者として高等学校長が責任
をもって推薦できるもの
１　鹿児島県内の高等学校の学科に在学し、令和９年３月までに卒業見込みの者、又は鹿

児島県内の高等学校を卒業した者
ただし、通信制高校（通学コース（注）の学生は除く。）においては、キャンパスの所在

が鹿児島県内であり、鹿児島県内に在住のうえ、令和９年３月までに卒業見込みの者、
又は卒業した者

２　合格した場合は、入学することを確約できる者
３　以下の推薦要件を満たす者

○推薦要件
（1）高等学校の調査書の「学習成績概評」がＡで、鹿児島県における地域医療に従事し

ようとする強い意欲と情熱を持つ者
（2）入学後は「鹿児島県医師修学資金」の貸与と鹿児島県キャリア形成卒前支援プラン

の適用を受け、大学卒業後は鹿児島県キャリア形成プログラムの適用を受ける者
※医師修学資金貸与制度

鹿児島県知事が指定する医療機関等に医師として勤務しようとする者に対し、修学
に必要な資金を貸与することにより、地域医療を確保することを目的とする制度

※鹿児島県キャリア形成卒前支援プラン
鹿児島大学医学部の教育カリキュラムを基盤としつつ、地域医療へ貢献する意思を

有する学生に対し、地域医療や将来の職業選択に対する意識の涵養を図り、対象学生
が学生の期間を通じて、地域医療に貢献するキャリアを描けるように支援することを
目的とするプラン

※鹿児島県キャリア形成プログラム
医師が不足している地域における医師の確保と、対象医師の能力の開発・向上の両

立を目的に、原則９年間、鹿児島県が指定するへき地を含む鹿児島県内の医療機関等
で臨床研修及び就業をするプログラム

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト及び面接の成績の総合得点に基づいて選抜します。
調査書及び高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とします。

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別テスト等
教　科 科　　　目　　　名　　　等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外
情

国
地理、日本史、世界史�

�
�

から１公倫、公政経
数ⅠＡ
数ⅡＢＣ
物、化、生から２
英
情Ⅰ
� ［６教科８科目］

その他 面接

【注意】
　【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄については、29頁に記載の取扱
いに準じます。

そ の 他

（注�）通信制高校の通学コースを令和９年３月までに卒業見込みの者、又は卒業
した者が出願する場合は、事前に出願要件について問い合わせること。

※推薦人員
　各校から５人以内
※対象となる高等学校の学科
　全学科
※面接
　鹿児島県における地域医療に従事しようとする強い意欲と情熱を持つ者につい
て、医療人としての適性及び能力をみます。
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学生募集要項の公表時期及び大学案内等の請求方法

（ウ）あとはガイダンスに従って登録してください。

・資料は通常、発送日からおおむね３～５日でお届けできます。土曜日・
日曜日・祝日をまたぐ場合はお届けが遅くなる場合があります。また、
地域や郵便事情によってはお届けに１週間以上要する場合があり
ます。なお、16 時までの受付は当日発送、16 時以降の受付は翌日
発送となります。発送開始日までのご請求は予約受付となり、発送開
始日になりましたら一斉に発送されます。

・資料の料金は、お届けする資料に同封の支払い方法をご確認の
上、資料到着後２週間以内に表示料金をお支払いください。
料金のお支払い方法は「コンビニ払い」「au PAY 請求書支払い」

「携帯キャリア払い」「PayPay」「クレジットカード払い」がご利用にな
れます（別途手数料が必要です）。なお、1 回分の手数料で、複数
資料の料金を同時に支払うこともできます。料金は資料の重量変更
により変更になる場合がありますので、予めご了承ください。

問い合わせ先
テレメールカスタマーセンター
TEL 050-8601-0102（9:30～18:00）

※ 問い合わせはやむを得ない場合を除き志願者本人が行ってください。

インターネットの場合
（パソコン・スマートフォン）

テレメール

https://telemail.jp

資料請求はこちら
（資料請求番号の入力不要）

※鹿児島大学ホームページ（入試案内）の受験生向けの入試情報（入試関係資料請求）
　（https://www.kagoshima-u.ac.jp/exam/）からもアクセスできます。

※医学部医学科及び歯学部の案内は作成していませんので、「大学案内」を参照して
　ください。

資　　料　　名 資料請求番号 料　金

※本学ホームページ（入試案内）のインターネット出願（学部入試）から電子ファイル（PDF形式）をダウンロードして入手、又は参照してください。
※上記の学部入試は、すべてインターネット出願となります。
※各学生募集要項の公表時期は予定であり、変更となることがあります。
　

▶

大学案内
入学者選抜要項
入学者選抜要項＋大学案内
法文学部案内
教育学部案内
理学部案内
医学部保健学科リーフレット
工学部案内
農学部案内
水産学部案内
共同獣医学部案内

５６８１５２
５８８１９２
５４７１７２
５６８１７２
５６８１８２
５６８１９２
５４９６７２
５８８１６２
５９４３８２
５８８１８２
５９４３９２

250 円
250 円
310 円
180 円
180 円
180 円
180 円
215 円
180 円
180 円
180 円

⑴テレメールで請求する場合

（ア）テレメールのサイトにアクセスしてください。

（イ）資料請求番号を入力してください。

⑵鹿児島大学で直接受け取る場合

鹿児島大学事務局１階の入試課窓口（８：３０～１７：１５）で配付します。
※土曜日・日曜日・祝日・大学が指定する休日を除く。

1 学生募集要項の公表時期

2 大学案内等の請求方法

一般選抜（前期日程・後期日程）学生募集要項

総合型選抜（自己推薦型選抜）学生募集要項
学校推薦型選抜Ⅰ学生募集要項

国際バカロレア選抜学生募集要項
私費外国人学部留学生選抜学生募集要項

募集要項略称
一般募集要項

推薦Ⅰ募集要項
推薦Ⅱ募集要項
国際バカロレア募集要項
私費外国人募集要項

公表時期
11月中旬

９月下旬
8月下旬

9月下旬
8月下旬

備　　考
全学部（前期・後期共通）

該当学部
該当学部

全学部
全学部

募集要項の名称

学校推薦型選抜Ⅱ学生募集要項

自己推薦型募集要項

９月下旬 該当学部

総合型選抜（AO型選抜）学生募集要項 ＡＯ募集要項 8月下旬 工学部、水産学部
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【学校推薦型選抜Ⅱ】
学 部 学 科 等 募集人員 志 願 者 志 願 倍 率 受 験 者 合 格 者 入 学 辞 退者 入 学 者

法文学部

法 経 社 会 学 科 39 62 (35) 1.6 62 (35) 39 (22) 0 (0) 39 (22)

法 学 コ ー ス 9 20 (8) 2.2 20 (8) 9 (3) 0 (0) 9 (3)

地域社会コース・経済コース 30 42 (27) 1.4 42 (27) 30 (19) 0 (0) 30 (19)

人 文 学 科 28 52 (45) 1.9 49 (43) 28 (23) 0 (0) 28 (23)

多元地域文化コース 20 32 (27) 1.6 30 (25) 20 (16) 0 (0) 20 (16)

心 理 学 コ ー ス 8 20 (18) 2.5 19 (18) 8 (7) 0 (0) 8 (7)

小 計 67 114 (80) 1.7 111 (78) 67 (45) 0 (0) 67 (45)

教育学部

学校教育教員養成課程 41 76 (52) 1.9 76 (52) 37 (21) 0 (0) 37 (21)

初等教育コース（一般） 15 28 (23) 1.9 28 (23) 15 (11) 0 (0) 15 (11)

初等教育コース（音楽） 5 7 (6) 1.4 7 (6) 5 (4) 0 (0) 5 (4)

初等教育コース（保健体育） 9 20 (11) 2.2 20 (11) 9 (4) 0 (0) 9 (4)

中等教育コース（国語） 3 4 (3) 1.3 4 (3) 2 (2) 0 (0) 2 (2)

中等教育コース（社会） 2 4 (2) 2.0 4 (2) 2 (0) 0 (0) 2 (0)

中等教育コース（英語） 2 1 (0) 0.5 1 (0) 1 (0) 0 (0) 1 (0)

中等教育コース（数学） 2 8 (5) 4.0 8 (5) 2 (0) 0 (0) 2 (0)

中等教育コース（理科） 3 4 (2) 1.3 4 (2) 1 (0) 0 (0) 1 (0)

小 計 41 76 (52) 1.9 76 (52) 37 (21) 0 (0) 37 (21)

理 学 部

理 学 科 47 83 (29) 1.8 83 (29) 41 (11) 0 (0) 41 (11)

数理情報科学プログラム 10 14 (3) 1.4 14 (3) 10 (2) 0 (0) 10 (2)

物理・宇宙プログラム 11 22 (4) 2.0 22 (4) 11 (2) 0 (0) 11 (2)

化 学 プ ロ グ ラ ム 9 22 (14) 2.4 22 (14) 9 (4) 0 (0) 9 (4)

生 物 学 プ ロ グ ラ ム 9 19 (8) 2.1 19 (8) 9 (3) 0 (0) 9 (3)

地球科学プログラム 8 6 (0) 0.8 6 (0) 2 (0) 0 (0) 2 (0)

小 計 47 83 (29) 1.8 83 (29) 41 (11) 0 (0) 41 (11)

医 学 部
医 学 科 20 50 (37) 2.5 50 (37) 20 (16) 0 (0) 20 (16)

小 計 20 50 (37) 2.5 50 (37) 20 (16) 0 (0) 20 (16)

歯 学 部
歯 学 科 8 32 (22) 4.0 32 (22) 8 (5) 0 (0) 8 (5)

小 計 8 32 (22) 4.0 32 (22) 8 (5) 0 (0) 8 (5)

工 学 部

先 進 工 学 科 68 77 (17) 1.1 74 (16) 34 (12) 0 (0) 34 (12)

機械工学プログラム 10 12 (2) 1.2 9 (1) 1 (0) 0 (0) 1 (0)

電気電子工学プログラム 10 9 (0) 0.9 9 (0) 3 (0) 0 (0) 3 (0)

海洋土木工学プログラム(専)注１ 2 2 (0) 1.0 2 (0) 1 (0) 0 (0) 1 (0)

海洋土木工学プログラム(普)注２ 10 11 (1) 1.1 11 (1) 5 (1) 0 (0) 5 (1)

化学工学プログラム(専)注１ 2 0 (0) 0.0 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

化学工学プログラム(普)注２ 6 8 (2) 1.3 8 (2) 6 (2) 0 (0) 6 (2)

化学生命工学プログラム 9 15 (8) 1.7 15 (8) 9 (7) 0 (0) 9 (7)

情報・生体工学プログラム(専)注１ 4 4 (1) 1.0 4 (1) 4 (1) 0 (0) 4 (1)

情報・生体工学プログラム(普)注２ 15 16 (3) 1.1 16 (3) 5 (1) 0 (0) 5 (1)

建 築 学 科 11 16 (6) 1.5 16 (6) 1 (0) 0 (0) 1 (0)

建 築 学 プ ロ グ ラ ム 11 16 (6) 1.5 16 (6) 1 (0) 0 (0) 1 (0)

小 計 79 93 (23) 1.2 90 (22) 35 (12) 0 (0) 35 (12)

農 学 部
農 学 科 34 66 (44) 1.9 66 (44) 28 (19) 0 (0) 28 (19)

小 計 34 66 (44) 1.9 66 (44) 28 (19) 0 (0) 28 (19)

共同獣医学部
共 同 獣 医 学 科 2 13 (9) 6.5 13 (9) 2 (2) 0 (0) 2 (2)

小 計 2 13 (9) 6.5 13 (9) 2 (2) 0 (0) 2 (2)

合 計 298 527 (296) 1.8 521 (293) 238 (131) 0 (0) 238 (131)

注１ 専門教育を主とする学科及び総合学科
注２ 普通科あるいはこれに準ずる学科
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【学校推薦型選抜Ⅱ】

法文学部

教育学部

理 学 部

医 学 部

歯 学 部

工 学 部

農 学 部

共同獣医学部

学 部 学 科 ・ 課 程 等 募 集 人 員 合 格 者 数
追 加
合 格 者 数 配 点 合 計

合 格 者

最 高 点 最 低 点 平 均 点

法 経 社 会 学 科

法 学 コ ー ス 9 9 0 910.00 ･･･ ･･･ 643.50

地域社会コース・経済コース 30 30 0 1,520.00 1,074.55 753.10 892.70

人 文 学 科

多 元 地 域 文 化 コ ー ス 20 20 0 2,020.00 1,593.70 1,401.60 1,474.49

心 理 学 コ ー ス 8 8 0 920.00 ･･･ ･･･ 652.51

学 校 教 育 教 員 養 成 課 程

初等教育コース（一般） 15 15 0 1,520.00 1,072.00 851.00 971.81

初等教育コース（音楽） 5 5 0 2,020.00 ･･･ ･･･ ･･･

初等教育コース（保健体育） 9 9 0 1,520.00 ･･･ ･･･ 1,021.24

中等教育コース（国語） 3 2 0 1,520.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（社会） 2 2 0 1,520.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（英語） 2 1 0 1,520.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（数学） 2 2 0 1,520.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（理科） 3 1 0 1,520.00 ･･･ ･･･ ･･･

理 学 科

数理情報科学プログラム 10 10 0 * ･･･ ･･･ ･･･

物理・宇宙プログラム 11 11 0 * ･･･ ･･･ ･･･

化 学 プ ロ グ ラ ム 9 9 0 * ･･･ ･･･ ･･･

生 物 学 プ ロ グ ラ ム 9 9 0 * ･･･ ･･･ ･･･

地 球 科 学 プ ロ グ ラ ム 8 2 0 * ･･･ ･･･ ･･･

医 学 科 20 20 0 1,005.00 870.38 770.00 813.66

歯 学 科 8 8 0 1,130.00 ･･･ ･･･ 833.15

先 進 工 学 科

機 械 工 学 プ ロ グ ラ ム 10 1 0 1,000.00 ･･･ ･･･ ･･･

電気電子工学プログラム 10 3 0 1,000.00 ･･･ ･･･ ･･･

海洋土木工学プログラム(専) 注１ 2 1 0 1,000.00 ･･･ ･･･ ･･･

海洋土木工学プログラム(普) 注２ 10 5 0 1,000.00 ･･･ ･･･ ･･･

化学工学プログラム(専) 注１ 2 0 0 1,000.00 ･･･ ･･･ ･･･

化学工学プログラム(普) 注２ 6 6 0 1,000.00 ･･･ ･･･ 690.46

化学生命工学プログラム 9 9 0 850.00 ･･･ ･･･ 513.56

情報・生体工学プログラム(専) 注１ 4 4 0 1,100.00 ･･･ ･･･ ･･･

情報・生体工学プログラム(普) 注２ 15 5 0 1,100.00 ･･･ ･･･ ･･･

建 築 学 科

建 築 学 プ ロ グ ラ ム 11 1 0 1,000.00 ･･･ ･･･ ･･･

農 学 科 34 28 0 1,525.00 1,251.32 964.92 1,039.27

共 同 獣 医 学 科 2 2 0 1,420.00 ･･･ ･･･ ･･･

注１ 専門教育を主とする学科及び総合学科

注２ 普通科あるいはこれに準ずる学科
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【国際バカロレア選抜】

法文学部

教育学部

理 学 部

医 学 部

歯 学 部

工 学 部

農 学 部

水産学部

共同獣医学部

学 部 学 科 ・ 課 程 等 募 集 人 員 合 格 者 数
追 加
合 格 者 数 配 点 合 計

合 格 者

最 高 点 最 低 点 平 均 点

法 経 社 会 学 科

法 学 コ ー ス 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

地域社会コース・経済コース 若干人 1 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

人 文 学 科

多 元 地 域 文 化 コ ー ス 若干人 2 0 200.00 ･･･ ･･･ ･･･

心 理 学 コ ー ス 若干人 0 0 200.00 ･･･ ･･･ ･･･

学 校 教 育 教 員 養 成 課 程

初等教育コース（一般） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（国語） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（社会） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（英語） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（数学） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（理科） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（技術） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（家政） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（音楽） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（美術） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

中等教育コース（保健体育） 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

特 別 支 援 教 育 コ ー ス 若干人 0 0 400.00 ･･･ ･･･ ･･･

理 学 科 若干人 4 0 300.00 ･･･ ･･･ ･･･

医 学 科 2 2 0 360.00 ･･･ ･･･ ･･･

保 健 学 科

看 護 学 専 攻 若干人 0 0 300.00 ･･･ ･･･ ･･･

理 学 療 法 学 専 攻 若干人 0 0 300.00 ･･･ ･･･ ･･･

作 業 療 法 学 専 攻 若干人 0 0 300.00 ･･･ ･･･ ･･･

歯 学 科 2 1 0 250.00 ･･･ ･･･ ･･･

先 進 工 学 科

機 械 工 学 プ ロ グ ラ ム 若干人 0 0 200.00 ･･･ ･･･ ･･･

電気電子工学プログラム 若干人 1 0 200.00 ･･･ ･･･ ･･･

海洋土木工学プログラム 若干人 0 0 200.00 ･･･ ･･･ ･･･

化 学 工 学 プ ロ グ ラ ム 若干人 0 0 200.00 ･･･ ･･･ ･･･

化学生命工学プログラム 若干人 1 0 200.00 ･･･ ･･･ ･･･

情報・生体工学プログラム 若干人 1 0 200.00 ･･･ ･･･ ･･･

建 築 学 科

建 築 学 プ ロ グ ラ ム 若干人 1 0 200.00 ･･･ ･･･ ･･･

国際食料資源学特別コース(農学系ｻﾌﾞｺｰｽ) 若干人 1 0 300.00 ･･･ ･･･ ･･･

農 学 科 若干人 1 0 300.00 ･･･ ･･･ ･･･

国際食料資源学特別コース(水産学系ｻﾌﾞｺｰｽ) 若干人 0 0 300.00 ･･･ ･･･ ･･･

水 産 学 科 若干人 2 0 200.00 ･･･ ･･･ ･･･

共 同 獣 医 学 科 若干人 0 0 * ･･･ ･･･ ･･･

畜 産 学 科 若干人 1 0 300.00 ･･･ ･･･ ･･･
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初期地域医療実習1
Initial community health practice 1

 

ナンバリングコード FME-MED1801
開設年度 2026 開設部局 医学部医学科

学科・プログラム等

学期 前期 学年 １年

曜日 不定 時限 不定

履修期 １期 授業形態 実習

科目区分 選択 単位数 1単位
対面／遠隔 対面授業 授業回数 5日間

■担当教員

【科目責任者】大脇哲洋（地域医療学）

【科目コーディネーター】大脇哲洋（地域医療学）

■共同担当教員

﨑山隼人、網谷真理恵、指宿りえ、水間喜美子

■授業概要

目的：地域特有の生活、文化、自然環境、医療環境に関する素養を早期から身に付けるため、現地の医療機関を中心としたフ

ィールドにおいて、滞在型の医療見学、体験、地域観察の実習を行う。

方略：実習前に、様式２(3)に記載の動画コンテンツや自大学作成の動画コンテンツを含め視聴する。夏季休暇期間を主に利用
し、離島・へき地に４泊～５泊滞在し、現地の診療所・病院、役場などを見学する。医療機関では、直接住民（患者、その家族

）と接しコミュニケーションを取る。非観血的な検査（血圧測定など）を行い、その手技を学ぶ。多職種（看護師、医療事務、薬剤

師、理学療法士など）と接する機会を設ける。体験した内容を、他の地域枠医学生や関係者の

前で発表する。

夏季実習に同行する、自治医科大学医学生（１・２年次）にも、視聴をお願いする

■学修目標

地域の文化、暮らし、地理的な環境を説明できる

地域の医療体制を知り、説明できる

地域医療の重要性を体験する

地域住民の思いを知り、説明できる

■授業計画

8月の夏休み期間に、約5日間、離島やへき地で病院・診療所等の臨床実習を行う。6時間×5日間　全30時間。

■授業方法

アクティブラーニング

■準備学修に必要な学修時間の目安

【予習】

実習地域について、実習開始までに情報を得る。

【復習】

授業で学んだ内容を振り返り、要点を整理する。（学修に係る標準時間は約30分）
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■教科書

地域医療入門　診断と治療社

■参考書

なし

■成績評価方法・評価基準

評価法：①360度評価を実施する。
②教員が一緒に行動し、直接態度などを判定

③発表会の内容

■オフィスアワー

平日　15:00～17:00　地域医療学

■連絡先（TEL）
099-275-6853

■連絡先（MAIL）
﨑山隼人（k9218172@kadai.jp ）

■担当教員への連絡方法

地域医療学医局に事前連絡すること

■履修条件

地域枠の学生：必ず履修すること

地域枠以外の学生：希望者のみ履修を受け付けます（最大3名）　定員を超えた場合は適宜調整します。

■実務経験のある教員による実践的授業

医師の指導のもとで診療の実際を学習する。

■学科目／分野

医学実践学／地域医療科目

■教育到達目標

地域の文化、暮らし、地理的な環境を説明できる

地域の医療体制を知り、説明できる

地域医療の重要性を体験する

地域住民の思いを知り、説明できる

■Phase
1，2

■医学教育モデル・コア・カリキュラム

PR-01, PR-03, GE-02, GE-04, SO-04, SO-06

■水平統合

臨床的知識、社会医学的な知識を必要とする
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■垂直統合

感染症、微生物学、解剖学などの知識を活かして、地域医療の現状を解析する。
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初期地域医療実習2
Initial community health practice 2

 

ナンバリングコード FME-MED2802
開設年度 2026 開設部局 医学部医学科

学科・プログラム等

学期 前期 学年 ２年

曜日 不定 時限 不定

履修期 ３期 授業形態 実習

科目区分 選択 単位数 1単位

対面／遠隔 対面授業 授業回数

8月の夏休み期間に、約5日間、離島
やへき地で病院・診療所等の臨床実習

を行う。6時間×5日間　全30時間。

■担当教員

【科目責任者】大脇哲洋（地域医療学）

【科目コーディネーター】大脇哲洋（地域医療学）

■共同担当教員

﨑山隼人、網谷真理恵、指宿りえ、水間喜美子

■授業概要

目的：地域特有の生活、文化、自然環境、医療環境に関する素養を早期から身に付けるため、現地の医療機関を中心としたフ

ィールドにおいて、滞在型の医療見学、体験、地域観察の実習を行う。 方略：実習前に、様式２(3)に記載の動画コンテンツや自
大学作成の動画コンテンツを含め視聴する。夏季休暇期間を主に利用し、離島・へき地に４泊～５泊滞在し、現地の診療所・病

院、役場などを見学する。医療機関では、直接住民（患者、その家族）と接しコミュニケーションを取る。非観血的な検査（血圧測

定など）を行い、その手技を学ぶ。多職種（看護師、医療事務、薬剤師、理学療法士など）と接する機会を設ける。体験した内

容を、他の地域枠医学生や関係者の 前で発表する。 夏季実習に同行する、自治医科大学医学生（１・２年次）にも、視聴をお
願いする

■学修目標

地域の文化、暮らし、地理的な環境を説明できる 地域の医療体制を知り、説明できる 地域医療の重要性を体験する 地域住
民の思いを知り、説明できる

■授業計画

8月の夏休み期間に、約5日間、離島やへき地で病院・診療所等の臨床実習を行う。6時間×5日間　全30時間。

■授業方法

アクティブラーニング

■準備学修に必要な学修時間の目安

【予習】 実習地域について、実習開始までに情報を得る。 【復習】 授業で学んだ内容を振り返り、要点を整理する。（学修に係
る標準時間は約30分）

■教科書
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地域医療学入門　診断と治療社

■参考書

■成績評価方法・評価基準

評価法：①360度評価を実施する。 ②教員が一緒に行動し、直接態度などを判定 ③発表会の内容

■オフィスアワー

平日　15:00～17:00　地域医療学

■連絡先（TEL）
099-275-6853

■連絡先（MAIL）
﨑山隼人（k9218172@kadai.jp ）

■担当教員への連絡方法

地域医療学医局に事前連絡すること

■履修条件

地域枠の学生：必ず履修すること 地域枠以外の学生：希望者のみ履修を受け付けます（最大3名）　定員を超えた場合は適宜
調整します。

■実務経験のある教員による実践的授業

医師の指導のもとで診療の実際を学習する。

■学科目／分野

医学実践学／地域医療科目

■教育到達目標

１）地域を知る

２）地域住民の思いを知る

３）地域での医療機関の役割を認識する

４）医療機関、行政、住民との関わりを知る

■Phase
Phase１・Phase ２

■医学教育モデル・コア・カリキュラム

PR-01, PR-03, GE-02, GE-04, SO-04, SO-06

■水平統合

臨床系科目を学ぶ前の、地域そのものを知ることで、基礎的な知識や他の臨床系科目につなげる。

■垂直統合

臨床系科目を学ぶ前の、地域そのものを知ることで、他の臨床系科目につなげる。
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地域医療研究
Community health research

 

ナンバリングコード FME-MED3803
開設年度 2026 開設部局 医学部医学科

学科・プログラム等

学期 前期 学年 ３年

曜日 不定 時限 不定

履修期 ５期 授業形態 講義・実習

科目区分 選択 単位数 0.5単位

対面／遠隔 対面授業 授業回数

夏季休暇期間中に、自身で学修時間

を設定する。約1日分（4コマ）を想定す
る。何日分けても可能。

■担当教員

【科目責任者】大脇哲洋（地域医療学）

【科目コーディネーター】大脇哲洋（地域医療学）

■共同担当教員

網谷真理恵（地域医療学）、指宿りえ（地域医療学）、水間喜美子（離島へき地医療人育成センター）、﨑山隼人（医療人材

連携教育センター）

■授業概要

目的：地域特有の行政、自然環境、医療環境に関心を持つ意識を早期から身に付ける。関係者と接し、研究・調査を計画する

事で、コミュニケーションスキルを学ぶ。

方略：夏休み期間を利用し、離島・へき地等のフィールドにおいて、行政機関・医療機関を中心とした施設で、地域の問題点の

抽出し、それに関する調査・研究を行い、学生・教員・関係者の前で発表する。対象フィールドや研究の概要は、同年４-７月に、
教員と相談の上決定する。基本的に１課題／１人とする。できるだけ多職種（看護師、医療事務、薬剤師、理学療法士、作業

療法士、社会福祉士、介護士、行政など）と接する機会を設ける。研究調査結果を報告会で発表する。

更に、優秀演題を選定し、同年10月頃に開催する長崎大学との合同発表会（地域枠活動報告会）で発表し、地域医療・互い
の地域の理解を深める。

■学修目標

1）研究計画を立てる
2）研究の遂行に関する計画を立てられる
3）関係者とのコミュニケーションが取れる
4）研究をまとめることが出来る
5）研究のプレゼンテーションが出来る
6）他の研究へのアドバイスが出来る

■授業計画

夏季休暇期間中に、自身で学修時間を設定する。約1日分（4コマ）を想定する。何日分けても可能。

■授業方法

アクティブラーニング
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■準備学修に必要な学修時間の目安

地域のビデオ視聴（４コマ）２学年共に同じビデオを視聴する ・地域医療のリーダーシップに関するビデオを含む ・討論・発表（１コマ）
計5コマ　120分×5の600分中　90分×5の450分は講義等で、残りの150分は予習と復習に充てる。

■教科書

地域医療学入門　診断と治療社 『マネジメント[エッセンシャル版] - 基本と原則』ピーター・F・ドラッカー 『プロジェクトマネジメント標
準PMBOK入門』広兼 修

■参考書

なし

■成績評価方法・評価基準

①調査・研究内容の発表（内容・プレゼン状況）

■オフィスアワー

平日　15:00～17:00　地域医療学

■連絡先（TEL）
099－275－6898

■連絡先（MAIL）
﨑山隼人（k9218172@kadai.jp）

■担当教員への連絡方法

地域医療学医局に事前連絡すること

■履修条件

地域枠の学生：必ず履修すること

地域枠以外の学生：希望者のみ履修を受け付けます（最大8名：多ければ抽選）

■実務経験のある教員による実践的授業

医師の指導のもとで診療の実際を学習する。

■学科目／分野

医学実践学／地域医療科目

■教育到達目標

地域の課題を自分で考える。

リサーチクエスチョンから調査・研究に落とし込むスキルを学ぶ。

調査研究のための、必要なコミュニケーションを学ぶことが出来る。

■Phase
1、2

■医学教育モデル・コア・カリキュラム

PR-01, PR-03, GE-02, GE-04, SO-04, SO-06

■水平統合
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研究スキルとして、自主研究などに繋がる科目である。

■垂直統合

基礎的知識、社会医学的な知識、医療経済学など多様な科目の知識を必要とする。
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地域医療リーダーシップ1
Leadership of Community-Based Medicine 1

 

ナンバリングコード FME-MED1804
開設年度 2026 開設部局 医学部医学科

学科・プログラム等

学期 後期 学年 １年

曜日 不定 時限 不定

履修期 ２期 授業形態 実習

科目区分 選択 単位数 0.5単位

対面／遠隔 対面授業 授業回数
地域のビデオ視聴（４コマ）　討論・発表

（１コマ）

■担当教員

【科目責任者】大脇哲洋（地域医療学）

【科目コーディネーター】大脇哲洋（地域医療学）

■共同担当教員

網谷真理恵（地域医療学）、指宿りえ（地域医療学）、水間喜美子（離島へき地医療人育成センター）、﨑山隼人（医療人材

連携教育センター）

■授業概要

目的：医療者のリーダーシップはチームビルディング、後進の育成、プレゼンテーション、組織運営、災害時、感染対策、健康増進

など幅広い場面で必要とされる。リーダーシップの学びには、対象者の理解と行動科学の理論が求められる。

学修者は、本科目終了時に、自己の相対化、課題の抽出、施策立案、企画運営、実践と振り返りおよびアセスメントを実践す

ることができるようになることを目標とする。

1) リーダーシップについてのディスカッション：自身と他者の考える概念を照らし合わせ、言語化する。
2) 自己認識のためのグループワーク
3) 組織マネジメントのグループワーク
4) 施策を立案・戦略構築のグループワーク
5) プロジェクト遂行のグループワーク
6) 全体を通して振り返り

■学修目標

1) 自分なりの言葉でリーダーシップを説明できる。
2) 自分の感情の状態を正しく把握し、それが周囲にどう影響しているか認識できる。
3) 自身や組織メンバーの業務の進捗状況や成果を照らし合わせてチェック・コントロールできる。
4) 組織や地域の将来を展望し、長期的なビジョンとそれを実現するための戦略を構築できる。
5) プロジェクトをどのように遂行すれば成功するのか計画を立ててコントロールできる。

■授業計画

1.リーダーシップについて考える
2.自己を認識するためのワーク
3.組織マネジメントに関する事例検討
4.施策を立案する事例検討
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5.プロジェクトを遂行する事例検討
6.全体を通してまとめ

■授業方法

アクティブラーニング

■準備学修に必要な学修時間の目安

地域のビデオ視聴（４コマ）２学年共に同じビデオを視聴する

・地域医療のリーダーシップに関するビデオを含む

・討論・発表（１コマ）

計5コマ　120分×5の600分中　90分×5の450分は講義等で、残りの150分は予習と復習に充てる。

■教科書

地域医療学入門　診断と治療社

『マネジメント[エッセンシャル版] - 基本と原則』ピーター・F・ドラッカー
『プロジェクトマネジメント標準PMBOK入門』広兼 修

■参考書

『カモメになったペンギン』ジョン・P・コッター
『チームが機能するとはどういうことか──「学習力」と「実行力」を高める実践アプローチ』エイミー・C・エドモンドソン
『リーダーシップの旅 見えないものを見る』野田 智義 / 金井 壽宏
『【新版】組織行動のマネジメント―入門から実践へ』スティーブン・P・ロビンス

■成績評価方法・評価基準

　学生同士のディスカッションの態度を教員が評価

　プレゼンテーション内容を学生同士が評価する。

■オフィスアワー

平日　15:00～17:00　地域医療学

■連絡先（TEL）
099－275－6898

■連絡先（MAIL）
﨑山隼人（k9218172@kadai.jp）

■担当教員への連絡方法

地域医療学医局に事前連絡すること

■履修条件

地域枠の学生：必ず履修すること

地域枠以外の学生：希望者のみ履修を受け付けます（最大8名：多ければ抽選）

■実務経験のある教員による実践的授業

地域の医師や医療従事者の指導のもとで診療の実際を学習する。

■学科目／分野

医学実践学／地域医療科目
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■教育到達目標

事例の検討・課題解決を通し、医師としての自己認識を意識しながら、組織管理や施策立案、プロジェクトの遂行のための必要

な知識・スキル・態度を学び、地域で働く医師に必要なリーダーシップを発揮できる。

■Phase
1、2

■医学教育モデル・コア・カリキュラム

PR-01, PR-03, GE-02, GE-04, SO-04, SO-06

■水平統合

地域医療に関わる医師や医療者との交流に関して、動画を用いて疑似体験をする。

総合診療、社会医学と深く関係する。

■垂直統合

微生物学、病理学、解剖学の知識を下に、地域での診療がなされていることを、動画を用いて疑似体験をする。
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シャドウイング
Shadowing

 

ナンバリングコード FME-MED3404
開設年度 2026 開設部局 医学部医学科

学科・プログラム等

学期 後期 学年 ３年

曜日 金 時限 不定

履修期 6期 授業形態 講義・実習

科目区分 必修 単位数 2単位
対面／遠隔 対面授業 授業回数 全12回

■担当教員

【科目責任者】横尾　英孝（医歯学教育開発センター）

【科目コーディネーター】横尾　英孝（医歯学教育開発センター）

■共同担当教員

毛利　翔悟（医歯学教育開発センター）、橋口　照人 (検査部、血管代謝病態解析学）、
山口　宗一 (検査部、血管代謝病態解析学）、竹ノ内　和則 (検査部、血管代謝病態解析学）、
寺薗　英之　（薬剤部）、末次　王卓　（薬剤部）、堀内　正久（衛生学・健康増進医学）、

牛飼　美晴（衛生学・健康増進医学）、郡山　千早（疫学・予防医学）、上床 太心（疫学・予防医学）、
中村　雅之（大学病院栄養管理部）、田栗　教子（大学病院栄養管理部）、

大脇　哲洋（地域医療学）、指宿　りえ（地域医療学）、

西尾　善彦（鹿児島医療センター　院長）、崎向 幸江（鹿児島医療センター　栄養管理室）、
竹原　哲彦（鹿児島赤十字血液センター　所長）

その他地域医療実習期間の臨床教員の先生方

■授業概要

3年次学生が医師と医療の実際、医学生の役割を理解して行動することを目指します。
オリエンテーション講義後に、個人、グループに分かれ、附属病院部門、地域機関等での実習を行います。実習では医学生として

責任ある行動が求められます。この科目で修得したことはPhase 3から開始される診療参加型臨床実習の基礎となります。また、
知識や技能だけではなく、医師・医学生の考え方や価値観、習慣も修得する科目です。各実習でどのように学ぶか、自己計画、

自己学習、自己評価が重要になり、グループで協力して積極的に取組むことにより多くを経験して学びとることができます。

■学修目標

1.　医師が患者および医療チームのメンバーと良好な対人関係を築いて、患者の意志を尊重し医療制度に則った適切な診療を
実践していることを説明できる。

2.　病院および地域の医療・保健・福祉を遂行するための、各機関の機能と医師の役割を理解する。
3.　病院と地域の医療の連携および医療・保健・福祉の役割を理解する。
4.　患者、サービス利用者、家族および指導医、スタッフに対して医学生としての態度、行動をとり、医療および保健活動等の実
践を見学・体験しながら学習することができる。

5.　ロールモデルと接し、医師の在り方を考え、専門職業人としてのキャリア形成と生涯学習の必要性・重要性を認識する。
6.　地域医療への高い関心を持ち、医師が地域から必要とされていることを認識する。
7.　自己の学習の必要性を理解し、指導医の評価を受入れ、学習意欲を保ちながら自己主導で学習することができる。

■授業計画
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オリエンテーション（9月8日(火) 3-4限）で詳細を説明します。

（※）9月18日から12月18日の期間の金曜日に、計8回の実習を行います。
（※）「個人」または「グループ」ごとに、順不同のローテーション形式で以下の実習を行います。

■2026年度　実習予定
　　　◇学内実習

　　　　・薬剤部

　　　　・検査部

　　　　・栄養１　　　　　　・・・半数の学生　大学病院 栄養管理部
　　　◇学外実習

　　　　・薬局　　　　　　　・・・県薬剤師会薬局、薬剤センター薬局等

　　　　・健診機関（衛生学） ・・・県民総合保健センター、厚生連健康管理センター、いづろ今村病院健康管理センター
　　　　・地域医療機関　　　・・・県内35施設程度から1施設
　　　　・保健センター　　　・・・北部、東部、西部、中央、南部、松元地区の保健センター　

　　　　・栄養２　　　　　　・・・半数の学生　鹿児島医療センター 栄養管理室
　　　　・血液センター　　　・・・鹿児島県赤十字血液センター

（※）「栄養1」「栄養2」のいずれか片方のみ実習を行う。

■授業方法

講義、実習、レポート、ふりかえりの記載

アクティブラーニング（フィールドワーク、学習の振り返り）

■準備学修に必要な学修時間の目安

【予習】

・次回の授業や実習に関する参考資料を読み、学習の準備をする。（学修に係る標準時間は約2時間）
【復習】

・ふりかえりやレポートの記述（学修に係る標準時間は約2時間）

■教科書

オリエンテーション配布資料

■参考書

■成績評価方法・評価基準

授業・実習への積極的参加 　・・・２０％
ふりかえりの記載 　・・・４０％
課題レポート、指導者からの評価 　・・・４０％

（※）実習は原則全てに出席することが必須
（※）実習先で課されたレポートの提出やふりかえり入力は必須 (提出遅延や再提出は減点)
（※）レポート・ふりかえりの記載においては、生成AIで文章を作成することを禁止します。

■オフィスアワー

平日14:00～16:00　共通教育棟3階　医歯学教育開発センター
manaba個別指導コレクション（随時）

■連絡先（TEL）
099-275-6869
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■連絡先（MAIL）

■担当教員への連絡方法

manaba個別指導コレクション（随時）

■履修条件

臨床実習と同様に、定期健康診断の受診、5種抗体検査と指定のワクチン接種、医学生用賠償責任保健に加入することが履
修の上で義務づけられます。その他、教員、指導者の指示に従わない場合は実習に参加できません。

■実務経験のある教員による実践的授業

医療職である教員の指導により、学生は医師に求められるプロフェッショナリズム、臨床技能を学習する

■学科目／分野

専門教育科目・プロフェッショナリズム科目

■教育到達目標

1a 1b 1c 2a 2bi 2c 2d 3a 3c 3d

■Phase
6

■医学教育モデル・コア・カリキュラム

【令和6年度以降入学者】
PR-01-02-(01,02)、PR-02-03-02、GE-02-04-02、LL-01-01-02、LL-01-02-01、LL-02-01-03、IT-03-02-01、CS-02-03-(02,03
)、CS-02-04-(38,39,40)、CM-01-01-(01,02,03)、SO-01-03-01

【令和5年度以前入学者】
A-1-2),3) A-2-1),2) A-3-1) A-4-1),2) A-5-1) A-6-1),2),3) A-7-1) A-9-1) B-1-4)～8) B-4-1) C-5-7),8)

■水平統合

これまでに別々に学んだ社会医学・予防医学や臨床医学を、実習を通して統合して学修する。実習は複数の診療科の教員や

学内外の医療職が共同で担当している。

■垂直統合

この科目はPhase 3から開始される診療参加型臨床実習の準備教育として位置づけられている。
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離島・地域医療実習
Islands and Community Medicine

           

ナンバリングコード FME-MED5602
開設年度 2026 開設部局 医学部医学科

学科・プログラム等

学期 通年 学年 ５年 ６年
曜日 月 火 水 木 金 時限 １限 ２限 ３限 ４限 ５限
履修期 10・11期：通年 授業形態 実習

科目区分 必修 単位数 3単位
対面／遠隔 対面授業 授業回数 20回（４週）

■担当教員

大脇　哲洋（地域医療学分野）

網谷　真理恵（地域医療学分野）

嶽崎　俊郎（地域医療支援センター）

指宿　りえ（国際離島医療学分野）

水間　喜美子（離島へき地医療人育成センター）

﨑山　隼人（医療人材連携教育センター）

（各地域医療実習連携医療・福祉機関）

■共同担当教員

各地域医療実習連携医療・福祉機関のコメディカルスタッフ及び事務長、各地域の行政担当者

■授業概要

1.離島・へき地医療実習　10日間
実習初日に鹿児島大学地域医療学教室にてオリエンテーションを行う。

各離島・へき地の医療機関で10日間の臨床実習を行う（実習期間以外に別途移動時間を要する）。離島・へき地で働く現場の
医師と共に入院患者の受け持ち、外来診療、訪問診療、巡回診療、保健・福祉分野に関わる活動等を体験し、プライマリ・ケア

について学ぶ。実習第2週金曜日もしくは次週月曜日（離島・へき地医療実習最終日）に同時期実習学生全員での振り返りを
鹿児島大学地域医療学教室で行う。

2.在宅診療実習　2日間
鹿児島市内医療機関で在宅診療を2日間実習する。
3.保健指導実習　
鹿児島市保健センターの主催する地域のお達者クラブに参加し、保健指導や各取り組みに参加する。

4.がんサポートセンター実習
がん患者さんのピアサポートの取り組みに参加し、その活動を知るとともに、がん患者さんのライフストーリーをナラティブに聞きながら

患者理解を深める。

5.グループ学習
①Bio-Psycho-Socialな視点を獲得する。特に、Socialな視点の獲得に比重を置く。
②健康の社会的決定要因（Social Determinants of Health：SDH）について、実践的な学びを深める。
・健康の社会的決定要因に関する論文の抄読

・健康の社会的決定要因に関する相互発表

・VR動画視聴後、健康の社会的決定要因に関するディスカッション

☆学外実習が実施できない場合の特別課題

　グループ学習を中心とした代替実習を行う。
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　保健指導実習も中止となった場合、健康講話資料の作成、健康講話の学内発表を行う。

事後レポートの提出あり。

■学修目標

1. 地域医療を取り巻く医療の現状と課題を説明できる。
2. 地域医療に従事する医師の果たす役割について自覚し、行動できる。
3. 地域医療、保健・福祉制度それぞれの機能と連携を理解し、患者を中心とした多職種連携とチーム医療について、説明できる
。

4. 個人、家族、地域における疾患と医療の多様性を理解し、全人的医療について述べることができる。
5. プライマリ・ケアについて説明できる。
6. 在宅医療に参加し、在宅医療について説明できる。
7. 地域医療に参加し、基本的な診療を実施できる。
8. 離島・へき地の医療で工夫されているシステム（遠隔医療システムなど）について説明できる。
9. 地域完結型医療と循環型地域医療連携システムについて理解し、医療資源の適切な分配をふまえた倫理的で最善の医療
を選択できる。

10. 患者とのコミュニケーションを適切に行い、良好な医師―患者関係を構築することができる。
11. 心理社会的背景を含む患者の抱える問題を包括的に捉え、介入計画を構築することができる。
12．患者の背景にある健康の社会的決定要因（Social Determinants of Health：SDH）に気づいて理解できるようになり、ミクロ・メゾ
・マクロレベルへの社会的なアプローチと支援を検討することができるようになる。

13. 患者を支える医療・保健・福祉・地域の連携について、包括的なシステム（地域包括ケアシステム）として地域医療を捉えるこ
とができる。

■授業計画

実習機関毎のスケジュール詳細は、manaba参照。

■授業方法

フィールドワークプレゼンテーション学習の振り返り（ミニッツ・ペーパー等）

■準備学修に必要な学修時間の目安

事後レポート作成　（所要時間1時間×4課題）
健康講話資料作成（所要時間3時間）
ポートフォリオへの入力10分

■教科書

国試・改訂コアカリ対応　地域医療学入門（2019年　診断と治療社）　

■参考書

なし

■成績評価方法・評価基準

事例・図式化音声スライド　20％
離島へき地医療実習レポート　10％
在宅医療実習レポート　10％
保健指導実習健康講話資料　10％
保健指導実習レポート　10％
がんサポートセンターレポート　10％
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グループ学習・プレゼンテーション　10％
グループ学習・ディスカッション　10%
グループ学習レポート　10%

☆実習中止期間の学生については、

学内健康講話発表、資料作成、学内グループディスカッション、グループ発表、レポートにて評価を行う。

（健康講話20%,資料作成20%,グループディスカッション20%,グループ発表20%,レポート20%)

■オフィスアワー

対応可能ならいつでも可。事前確認（099-275-6898）内線6898

■連絡先（TEL）

■連絡先（MAIL）

■担当教員への連絡方法

■履修条件

10・11期

■実務経験のある教員による実践的授業

学生は、診療の現場で指導医のもとで主治医の一員として診療の実際を学習する。

■学科目／分野

臨床実践学／臨床実習

■教育到達目標

2a,2b,2c,2d,3a,3b,3c,3d

■Phase
Phase3

■医学教育モデル・コア・カリキュラム

Ｇ

■水平統合

■垂直統合
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 医 看 第 8 3 号 

令 和 ８ 年 ８ 月 1 8 日 

 

 

厚生労働省医政局長 殿 

 

 

 

鹿児島県保健福祉部長 

 
 

 

地域の医師確保のための入学定員増に係る誓約書 

 

 

令和８年８月７日付け８文科高第 732 号、医政発 0807 第１号に基づき、下記のとお

り、令和９年度における地域の医師確保のための入学定員増を行うこととしました。 

 地域の医師確保等に関する計画、都道府県計画等に沿って、地域枠入学者が地域に定

着するよう取組を行います。 

 

 

記 
 

増員数 

 ２０名 

 ・鹿児島大学医学部における地域枠：２０名 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：医師・看護人材課医師確保対策係 畠中、花月 

電話番号：099-286-2653、2581（直通）    

メールアドレス：iryokaikaku-ishikakuho@pref.kagoshima.lg.jp 

学則変更の趣旨 - 61



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師
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手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1前 ○ 1 ○ ※ 16

1前 ○ 1 ○ ※ 12

体育・健康科学理論 1前 ○ 1 ○ 1

1前 ○ 1 ○ 4

1前 ○ 1 ○ ※ 2

1前 ○ 1 ○ ※ 2

－ 6 6 0 0 0 0 0 0 0 23

1後 ○ 2 ○ 16

方言コンテンツを作ろうⅠ 1前 2 ○ ※ 1 ※実習

方言コンテンツを作ろうⅡ 1後 2 ○ ※ 1 ※実習

焼酎 1前 2 〇 4 オムニバス

焼酎 1後 2 〇 4 オムニバス

いのちと地域を守る防災学Ⅰ 1前 2 〇 10 オムニバス

地域コミュニティ論 1前 2 〇 1

九州・沖縄学(歴史・文化） 1前 2 〇 1

九州・沖縄学（自然） 1後 2 〇 9 オムニバス

地域リサーチ・スタートアップ 1後 2 〇 2 オムニバス

鹿児島探訪－文化－ 1前 2 〇 1

有機農業Ⅰ　新しい食と農のかたち 1前 2 〇 2 オムニバス

地域環境論 1前 2 〇 1

いのちと地域を守る防災学Ⅱ 1後 2 〇 8 オムニバス

大学の研究成果を社会に運ぶ仕事 1前 2 ○ ※ 2 共同

奄美の民俗文化 1前 2 ○ 1

地域共創フィールドワーク 1前 2 ○ ※ 1

かごしま課題解決型キャリア実習 1前 2 ○ ※ 2 共同

奄美の民俗文化 1後 2 ○ 1

奄美群島の自然と文化 1後 2 ○ 14 オムニバス

自然環境保全と世界遺産 1後 2 〇 1

自然学校へ行こう 1前 2 ○ 3 オムニバス

「起業」－ビジネスの発見と創出 1後 2 ○ 1

知的財産制度の基礎 1後 2 ○ 1

農業実践 1前 1 ○ 2 オムニバス

栽培技術実践実習 1後 1 ○ 2 オムニバス

キャリアデザイン 1前 2 〇 2 共同

自然体験活動入門講座 1前 2 ※ ○ 2 共同

キャリアデザイン 1後 2 〇 1 共同

人生における出会いの意義と役割 1後 2 〇 1

社会にでる前に知っておきたい社会常識 1後 2 〇 3 オムニバス

防災フィールドワーク 1後 2 〇 ※ 1

屋久島の環境文化Ⅳ－生活と文化－ 1後 2 ※ ○ 2 共同

鹿児島データサイエンス実践 1前 2 〇 ※ 5 オムニバス

価値創造の場 1前 2 〇 ※ 2 オムニバス

金融リテラシーとアントレプレナーシップ 1前 2 〇 1

島のしくみ 1前 2 ○ 2 共同

屋久島の環境文化Ⅱ－生き物－ 1前 2 ※ ○ 2 共同

屋久島の環境文化Ⅰ－植生－ 1後 2 ※ ○ 2 共同

屋久島の環境文化Ⅲ－産業－ 1前 2 ○ 2 共同

ヒトの産み育てを考える 1前 2 ※ ○ 8 オムニバス

農作業から始める6次産業化１ 1前 2 ※ ○ 2 共同

避難生活に備える 1前 2 ○ 2 共同

経営学からみて実践する人材育成 1前 2 ○ ※ 2 共同

里山フィールドワーク入門 1前 2 ※ ○ 2 オムニバス

ピアカウンセリング入門 1後 2 ○ ※ 1

はじめてのデータサイエンス 1後 2 ○ ※ 3 共同

農作業から始める6次産業化２ 1後 2 ※ ○ 2 共同

データサイエンスとビジネスの提案 1後 2 ○ ※ 5 共同

自己理解・他者理解と障害理解 1後 2 〇 ※ 2 共同、※実習

－ 1 2 96 0 0 0 0 0 0 82

1前 ○ 2 ○ 4

1後 ○ 2 ○ 2

韓国語入門Ⅰ 1前 1 ○ 1

中国語入門Ⅰ 1前 1 ○ 1

初級中国語Ⅰ 1前 2 ○ 1

初級韓国語Ⅰ 1前 2 ○ 1

初級独語Ⅰ 1後 2 ○ 1

初級仏語Ⅰ 1後 2 ○ 1

初級中国語Ⅰ 1後 2 ○ 1

初級韓国語Ⅰ 1後 2 ○ 1

初級韓国語Ⅱ 1後 2 ○ 1

独語入門Ⅰ 1後 1 ○ 1

独語入門Ⅱ 1後 1 ○ 1

仏語入門Ⅰ 1後 1 ○ 1

仏語入門Ⅱ 1後 1 ○ 1

中国語入門Ⅰ 1後 1 ○ 1

中国語入門Ⅱ 1後 1 ○ 1

韓国語入門Ⅰ 1後 1 ○ 1

韓国語入門Ⅱ 1後 1 ○ 1

南太平洋多島域 1前 2 〇 3 オムニバス

進取の精神海外研修inベトナム 1前 2 ○ 4 共同

イタリアの言語と文化 1前 2 ○ 1

共
通
教
育
科
目

－

英語Ⅰ

英語Ⅱ

初
年
次
教
育
科
目

必
修

英語

選
択

地域志向

発展・実践

－

学術基礎

体育・健康科学

情報活用

必
修

学び合いの技法

学術レポートの基礎

体育・健康科学実習

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

主要
授業
科目

備考

学
際
教
育
科
目

必修 大学と地域

小計（6科目）

情報活用Ⅰ

情報活用Ⅱ

選
択

初修外国語

小計（50科目）

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目
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科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

主要
授業
科目

備考

基礎スペイン語 1前 1 ○ 1

フランス近現代社会論 1前 2 ○ 1

マイノリティから見る世界 1前 2 ○ 1

マイノリティから見る世界 1後 2 ○ 1

Exploring Kagoshima Local Issues 1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

英語で学ぶ異文化理解 1前 2 ○ ※ 1

初修外国語 フランス近現代社会論 1後 2 ○ 1

アメリカの歴史と社会 1後 2 ○ 1

How Language and Music Influences Society 1後 2 ○ 1

Blue Carbon Eco-Tours in Ibusuki 1後 1 ○ 2 オムニバス

英語で学ぶ異文化理解 1後 2 ○ ※ 1

英語で学ぶ環境問題 1後 2 ○ ※ 1

グローバル・メディア事情 1後 1 ○ 1

ブラッシュアップ英語（4技能） 1前 2 ○ 1

－ 2 4 57 0 0 0 0 0 0 28

ウイルスとヒトの病気 1前 2 〇 8 オムニバス

遺伝のしくみ 1前 2 〇 2 オムニバス

教養線形代数学 1前 2 〇 1

天体観測と科学・技術 1後 2 〇 1

脳と心の生物学 1前 2 〇 6 1 2 3 オムニバス

生物学入門 1前 2 〇 1

動物の病気 1前 2 〇 15 オムニバス

宇宙のすがた 1前 2 〇 1

教養の物理学入門 1前 2 〇 1

動物心理学入門 1後 2 〇 1

遊び心と科学 1後 2 〇 1

食品・化粧品・医薬品の有機化学 1後 2 〇 1

電気電子工学入門 1後 2 〇 3 オムニバス

動物の感覚・脳・行動 1後 2 〇 2 1 11 オムニバス

家畜の歴史 1後 2 〇 1

世界を変えた有機分子 1後 2 〇 1

くらしの化学 1後 2 〇 1

口と顔の科学 1前 2 〇 15 オムニバス

がんはなぜおこるのか：がんとの共生 1前 2 〇 7 2 1 4 オムニバス

最先端医療を創出するバイオ研究 1前 2 ○ 4 1 3 オムニバス

医学・脳科学入門 1後 2 ○ 1 1 1

実験医学・脳科学 1後 2 ○ 1 1 1

鹿児島の自然史 1前 2 ○ 1

保健学入門 1前 2 ○ 1

宇宙・地球における計測・計量 1前 2 ○ 1

自然科学の扉 1前 1 ○ 5 オムニバス

歴史から学ぶコンピュータ 1前 1 ○ 1

自然科学実験 1前 1 ○ 5 オムニバス

口と顔の科学 1後 2 ○ 15 オムニバス

－ 0 0 55 0 13 4 3 0 0 79

アメーバ経営 1前 2 ○ 1

行動科学 1前 2 ○ 1

簿記入門 1前 2 ○ 1

古代東アジアの王陵 1前 2 ○ 1

文化人類学の世界 1後 2 ○ 1

貞観政要を読むー帝王学入門ー 1前 2 ○ 1

稲盛和夫の経営哲学（Ⅰ） 1前 2 ○ 1

行動科学 1後 2 ○ 1

戦後日本外交史 1後 2 ○ 1

アメーバ経営 1後 2 ○ 1

陽明学入門 1後 2 ○ 1

日本国憲法 1後 2 ○ 1

現代哲学入門 1後 2 ○ 1

中国文学の世界 1後 2 ○ 1

大人になるための政治学 1前 2 ○ 1

倫理学入門 1前 2 〇 1

稲盛哲学：稲盛研究の最高峰が伝授 1前 2 〇 4 オムニバス

身の周りの男女共同参画 1後 2 〇 1 8 オムニバス

映像で学ぶ稲盛哲学 1前 2 ○ 2 オムニバス

障害児教育入門 1前 2 ○ 1

色彩－カラーコーディネート入門－ 1前 2 ○ ※ 1

色彩－カラーコーディネート入門－ 1後 2 ○ ※ 1

社会心理学概論 1前 2 ○ 1

大学で学ぶ 1前 2 ○ 1

人間と環境の心理学 1前 2 ○ 1

地理学と災害 1前 2 ○ 1

美術への誘い 1前 2 ○ 4

医学・脳科学入門 1後 2 ○ 1 1 1

実験医学・脳科学 1後 2 ○ 1 1 1

医学・行動心理学入門 1前 2 ○ 1 1 1

組織心理学概論 1後 2 ○ 1

稲盛和夫のリーダー論 1後 2 ○ 1

－ 0 0 64 0 2 0 0 0 0 30

－ 9 12 272 0 13 4 3 0 0 204

共
通
教
育
科
目

計（154科目） －

－

－

－小計（32科目）

小計（37科目）

選
択

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

Intercultural Communication for Global Citizens

人
文
社
会
科
学
科
目

選
択

教養人文社会科学

小計（29科目）

教養自然科学
選
択

自
然
科
学
科
目
群
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物理学基礎 1後 2 〇 1

医学総合実習 1前 ○ 1 〇 3 集中、オムニバス・共同（一部）

生命科学(疾病と基礎医学) 1前 ○ 2 〇 ※ 3 2 1 2 オムニバス

医学生物学(生物学基礎と発生学) 1後 ○ 2 〇 2 1 6 オムニバス

生化学 1前・後 ○ 7 〇 ※ 2 1 5 オムニバス・共同（一部）、※実習

－ 4 14 0 0 6 3 0 1 14

生理 2前 ○ 7 〇 ※ 6 3 4 集中、オムニバス、共同（一部）、※実習

解剖学Ⅰ 2前 ○ 4 ※ 〇 1 1 3 集中、オムニバス、共同（一部）

遺伝 2後 ○ 1 〇 ※ 1 3 オムニバス、共同（一部）、※実習

免疫 2後 ○ 3 〇 ※ 1 2 4 集中、オムニバス、※実習

解剖学Ⅱ 2前 ○ 7 ※ 〇 1 2 集中、オムニバス、共同（一部）

微生物 2後 ○ 5 〇 ※ 1 1 1 5 集中、オムニバス、共同（一部）※実習

病理 2後 ○ 3 〇 ※ 1 1 5 集中、オムニバス、共同（一部）※実習

薬理 2後 ○ 4 〇 ※ 1 1 1 集中、オムニバス、共同（一部）※実習

診断治療基礎 2後 ○ 3 〇 2 4 2 1 6 集中、オムニバス

－ 9 37 0 0 11 6 8 2 32

消化器 3前 ○ 7 〇 ※ 5 3 集中、オムニバス、※実習

循環器 3前 ○ 6 〇 ※ 3 2 2 2 13 集中、オムニバス、※実習

呼吸器 3前 ○ 4 〇 ※ 2 1 1 1 22 集中、オムニバス、※実習

内分泌・代謝・栄養 3前 ○ 4 〇 ※ 3 1 1 1 9 集中、オムニバス、※実習

腎尿路 3前 ○ 3 〇 ※ 4 2 1 4 5 集中、オムニバス、※実習

精神 3後 ○ 3 〇 2 2 3 5 集中、オムニバス

神経・運動器 3後 ○ 4 〇 ※ 5 3 5 5 11 集中、オムニバス、※実習

感覚器 3前 ○ 3 〇 3 1 4 4 14 集中、オムニバス

生殖・乳房 3後 ○ 4 〇 ※ 3 2 10 集中、オムニバス、※実習

発生・発達 3後 ○ 4 〇 3 5 1 15 集中、オムニバス

感染症 3後 ○ 3 〇 2 集中、オムニバス

血液・腫瘍 3後 ○ 3 〇 3 2 1 2 8 集中、オムニバス、共同（一部）

麻酔・集中治療・救急 4前 ○ 3 〇 2 1 1 8 集中、オムニバス

免疫・アレルギー・膠原病 4前 ○ 2 〇 2 1 1 6 集中、オムニバス

リハビリテーション・老化・終末期医療 4前 ○ 3 〇 1 1 3 1 11 集中、オムニバス、共同（一部）

補完医療 3後 ○ 0.5 〇 ※ 1 1 2 12 集中、オムニバス、共同（一部）

社会医学・予防医学 4前 ○ 8 〇 ※ 3 1 5 集中、オムニバス、共同（一部）

医療情報・検査 4前 ○ 1 〇 1 1 1 2 集中、オムニバス

地域・総合診療・症候 4前 ○ 7 〇 8 2 3 3 19 集中、オムニバス

－ 19 72.5 0 0 29 20 33 29 163

患者と医療 1前・後 ○ 2 〇 ※ 1 1 1 1 オムニバス、※実習

医学英語Ⅰ 1後 ○ 1 〇 1 1

生命倫理・研究倫理 2前 ○ 0.5 〇 3 1 1 オムニバス

医学英語Ⅱ 2前 ○ 1 〇 1 1

チーム医療１ 2後 ○ 2 ※ 〇 3 1 2 10 オムニバス、共同（一部）

医療面接１ 3前 ○ 1 ※ 〇 1 1 集中、オムニバス、共同（一部）

臨床実習入門１ 3前・後 ○ 2 ※ 〇 1 1 集中、オムニバス、共同（一部）

医療倫理 3前 ○ 0.5 〇 1 1 2 10 オムニバス、共同（一部）

シャドウイング 3後 ○ 2 ※ 〇 7 1 3 7 オムニバス

医療面接２ 4前 ○ 0.5 ※ 〇 1 1 1 集中、オムニバス、共同（一部）

チーム医療２ 4後 ○ 2 ※ 〇 4 1 13 集中、オムニバス、共同（一部）

臨床実習入門２ 4前・後 ○ 4 ※ 〇 1

医学英語Ⅲ 2後 1 〇 1

－ 12 18.5 1 0 11 5 2 7 28

医学統計学 1後 ○ 2 〇 ※ 4 1 1 オムニバス、共同（一部）、※実習

自主研究 4後 ○ 4 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究A 1前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究B 2前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究C 3前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究D 4前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究E 5前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究F 6前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

GLOBE海外実習（選択） 全・後 2 ○ 1 1

－ 2 6 14 0 31 12 12 17 48

初期地域医療実習1(選択) 1前 1 〇 1 1 1 2

初期地域医療実習2(選択) 2前 1 〇 1 1 1 2

地域医療研究(選択) 3前 0.5 〇 1 1 1 2

地域医療リーダーシップ1(選択) 1後 0.5 〇 1 1 1 2

地域医療リーダーシップ2(選択) 5後 0.5 〇 1 1 1 2

地域医療リーダー育成DX演習(選択) 5後 0.5 〇 1 1 1 2

－ 0 0 4 0 6 6 0 6 12

専
門
教
育
科
目

医
学
概
説
学

医
学
導
入
科
目

小計（5科目） －

疾
病
病
因
学

医
学
医
療
基
礎
科
目

小計（9科目） －

疾
病
病
態
学

総
合
医
療
科
目

医
学
実
践
学

小計（19科目） －

プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
科
目

小計（13科目） －

医
学
研
究
科
目

小計（9科目） －

地
域
医
療
科
目

小計（6科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

主要
授業
科目
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臨床実習 4後～5後 ○ 48 〇 15 19 34 23

選択実習 5後・6前 ○ 15 〇 18 18 35 25

離島・地域医療実習 5後・6前 ○ 3 〇 1 1 1 3

－ 3 66 0 0 18 19 35 25 3

－ 49 214 19 0 37 30 45 34 297

－ 58 226 291 0 37 30 45 34 501

１．共通教育科目　           26単位以上
（１）初年次教育科目　　　　    　6単位
（２）学際教育科目　　　　　    　6単位
（３）グローバル教育科目　        6単位
（４）自然科学科目　              2単位
（５）人文社会科学科目　　　    　4単位
（６）個別最適化科目　　　　　    2単位
（個別最適化科目は、科目群によらず全ての選択科目の中から選択可能）

２．専門教育科目　          214単位
（１）医学概説学
　　　　　医学導入科目　         14単位
　　　疾病病因学
　　　　　医学医療基礎科目 　    37単位
　　　疾病病態学
　　　　　総合医療科目
　　　医学実践学　　　       　72.5単位
　　　　　総合医療科目
　　　医学実践学
　　　　　ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾘｽﾞﾑ科目    18.5単位
　　　　　医学研究科目　　　　    6単位
　　　臨床実践学
　　　　　臨床実習　　　　　　 　66単位
　
　卒業要件単位数　240単位

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 25週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学位又は学科の分野 医学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学士（医学）

計（64科目） －

合計（218科目） －

臨
床
実
践
学

臨
床
実
習 小計（3科目） －
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1前 ○ 1 ○ ※ 16

1前 ○ 1 ○ ※ 12

体育・健康科学理論 1前 ○ 1 ○ 1

1前 ○ 1 ○ 4

1前 ○ 1 ○ ※ 2

1前 ○ 1 ○ ※ 2

－ 6 6 0 0 0 0 0 0 0 23

1後 ○ 2 ○ 16

方言コンテンツを作ろうⅠ 1前 2 ○ ※ 1 ※実習

方言コンテンツを作ろうⅡ 1後 2 ○ ※ 1 ※実習

焼酎 1前 2 〇 4 オムニバス

焼酎 1後 2 〇 4 オムニバス

いのちと地域を守る防災学Ⅰ 1前 2 〇 10 オムニバス

地域コミュニティ論 1前 2 〇 1

九州・沖縄学(歴史・文化） 1前 2 〇 1

九州・沖縄学（自然） 1後 2 〇 9 オムニバス

地域リサーチ・スタートアップ 1後 2 〇 2 オムニバス

鹿児島探訪－文化－ 1前 2 〇 1

有機農業Ⅰ　新しい食と農のかたち 1前 2 〇 2 オムニバス

地域環境論 1前 2 〇 1

いのちと地域を守る防災学Ⅱ 1後 2 〇 8 オムニバス

大学の研究成果を社会に運ぶ仕事 1前 2 ○ ※ 2 共同

奄美の民俗文化 1前 2 ○ 1

地域共創フィールドワーク 1前 2 ○ ※ 1

かごしま課題解決型キャリア実習 1前 2 ○ ※ 2 共同

奄美の民俗文化 1後 2 ○ 1

奄美群島の自然と文化 1後 2 ○ 14 オムニバス

自然環境保全と世界遺産 1後 2 〇 1

自然学校へ行こう 1前 2 ○ 3 オムニバス

「起業」－ビジネスの発見と創出 1後 2 ○ 1

知的財産制度の基礎 1後 2 ○ 1

農業実践 1前 1 ○ 2 オムニバス

栽培技術実践実習 1後 1 ○ 2 オムニバス

キャリアデザイン 1前 2 〇 2 共同

自然体験活動入門講座 1前 2 ※ ○ 2 共同

キャリアデザイン 1後 2 〇 1 共同

人生における出会いの意義と役割 1後 2 〇 1

社会にでる前に知っておきたい社会常識 1後 2 〇 3 オムニバス

防災フィールドワーク 1後 2 〇 ※ 1

屋久島の環境文化Ⅳ－生活と文化－ 1後 2 ※ ○ 2 共同

鹿児島データサイエンス実践 1前 2 〇 ※ 5 オムニバス

価値創造の場 1前 2 〇 ※ 2 オムニバス

金融リテラシーとアントレプレナーシップ 1前 2 〇 1

島のしくみ 1前 2 ○ 2 共同

屋久島の環境文化Ⅱ－生き物－ 1前 2 ※ ○ 2 共同

屋久島の環境文化Ⅰ－植生－ 1後 2 ※ ○ 2 共同

屋久島の環境文化Ⅲ－産業－ 1前 2 ○ 2 共同

ヒトの産み育てを考える 1前 2 ※ ○ 8 オムニバス

農作業から始める6次産業化１ 1前 2 ※ ○ 2 共同

避難生活に備える 1前 2 ○ 2 共同

経営学からみて実践する人材育成 1前 2 ○ ※ 2 共同

里山フィールドワーク入門 1前 2 ※ ○ 2 オムニバス

ピアカウンセリング入門 1後 2 ○ ※ 1

はじめてのデータサイエンス 1後 2 ○ ※ 3 共同

農作業から始める6次産業化２ 1後 2 ※ ○ 2 共同

データサイエンスとビジネスの提案 1後 2 ○ ※ 5 共同

自己理解・他者理解と障害理解 1後 2 〇 ※ 2 共同、※実習

－ 1 2 96 0 0 0 0 0 0 82

1前 ○ 2 ○ 4

1後 ○ 2 ○ 2

韓国語入門Ⅰ 1前 1 ○ 1

中国語入門Ⅰ 1前 1 ○ 1

初級中国語Ⅰ 1前 2 ○ 1

初級韓国語Ⅰ 1前 2 ○ 1

初級独語Ⅰ 1後 2 ○ 1

初級仏語Ⅰ 1後 2 ○ 1

初級中国語Ⅰ 1後 2 ○ 1

初級韓国語Ⅰ 1後 2 ○ 1

初級韓国語Ⅱ 1後 2 ○ 1

独語入門Ⅰ 1後 1 ○ 1

独語入門Ⅱ 1後 1 ○ 1

仏語入門Ⅰ 1後 1 ○ 1

仏語入門Ⅱ 1後 1 ○ 1

中国語入門Ⅰ 1後 1 ○ 1

中国語入門Ⅱ 1後 1 ○ 1

韓国語入門Ⅰ 1後 1 ○ 1

韓国語入門Ⅱ 1後 1 ○ 1

南太平洋多島域 1前 2 〇 3 オムニバス

進取の精神海外研修inベトナム 1前 2 ○ 4 共同

イタリアの言語と文化 1前 2 ○ 1

共
通
教
育
科
目

－

英語Ⅰ

英語Ⅱ

初
年
次
教
育
科
目

必
修

英語

選
択

地域志向

発展・実践

－

学術基礎

体育・健康科学

情報活用

必
修

学び合いの技法

学術レポートの基礎

体育・健康科学実習

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

主要
授業
科目

備考

学
際
教
育
科
目

必修 大学と地域

小計（6科目）

情報活用Ⅰ

情報活用Ⅱ

選
択

初修外国語

小計（50科目）

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目
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基
幹
教
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教
員

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

主要
授業
科目

備考

基礎スペイン語 1前 1 ○ 1

フランス近現代社会論 1前 2 ○ 1

マイノリティから見る世界 1前 2 ○ 1

マイノリティから見る世界 1後 2 ○ 1

Exploring Kagoshima Local Issues 1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

英語で学ぶ異文化理解 1前 2 ○ ※ 1

初修外国語 フランス近現代社会論 1後 2 ○ 1

アメリカの歴史と社会 1後 2 ○ 1

How Language and Music Influences Society 1後 2 ○ 1

Blue Carbon Eco-Tours in Ibusuki 1後 1 ○ 2 オムニバス

英語で学ぶ異文化理解 1後 2 ○ ※ 1

英語で学ぶ環境問題 1後 2 ○ ※ 1

グローバル・メディア事情 1後 1 ○ 1

ブラッシュアップ英語（4技能） 1前 2 ○ 1

－ 2 4 57 0 0 0 0 0 0 28

ウイルスとヒトの病気 1前 2 〇 8 オムニバス

遺伝のしくみ 1前 2 〇 2 オムニバス

教養線形代数学 1前 2 〇 1

天体観測と科学・技術 1後 2 〇 1

脳と心の生物学 1前 2 〇 6 1 2 3 オムニバス

生物学入門 1前 2 〇 1

動物の病気 1前 2 〇 15 オムニバス

宇宙のすがた 1前 2 〇 1

教養の物理学入門 1前 2 〇 1

動物心理学入門 1後 2 〇 1

遊び心と科学 1後 2 〇 1

食品・化粧品・医薬品の有機化学 1後 2 〇 1

電気電子工学入門 1後 2 〇 3 オムニバス

動物の感覚・脳・行動 1後 2 〇 2 1 11 オムニバス

家畜の歴史 1後 2 〇 1

世界を変えた有機分子 1後 2 〇 1

くらしの化学 1後 2 〇 1

口と顔の科学 1前 2 〇 15 オムニバス

がんはなぜおこるのか：がんとの共生 1前 2 〇 7 2 1 4 オムニバス

最先端医療を創出するバイオ研究 1前 2 ○ 4 1 3 オムニバス

医学・脳科学入門 1後 2 ○ 1 1 1

実験医学・脳科学 1後 2 ○ 1 1 1

鹿児島の自然史 1前 2 ○ 1

保健学入門 1前 2 ○ 1

宇宙・地球における計測・計量 1前 2 ○ 1

自然科学の扉 1前 1 ○ 5 オムニバス

歴史から学ぶコンピュータ 1前 1 ○ 1

自然科学実験 1前 1 ○ 5 オムニバス

口と顔の科学 1後 2 ○ 15 オムニバス

－ 0 0 55 0 13 4 3 0 0 79

アメーバ経営 1前 2 ○ 1

行動科学 1前 2 ○ 1

簿記入門 1前 2 ○ 1

古代東アジアの王陵 1前 2 ○ 1

文化人類学の世界 1後 2 ○ 1

貞観政要を読むー帝王学入門ー 1前 2 ○ 1

稲盛和夫の経営哲学（Ⅰ） 1前 2 ○ 1

行動科学 1後 2 ○ 1

戦後日本外交史 1後 2 ○ 1

アメーバ経営 1後 2 ○ 1

陽明学入門 1後 2 ○ 1

日本国憲法 1後 2 ○ 1

現代哲学入門 1後 2 ○ 1

中国文学の世界 1後 2 ○ 1

大人になるための政治学 1前 2 ○ 1

倫理学入門 1前 2 〇 1

稲盛哲学：稲盛研究の最高峰が伝授 1前 2 〇 4 オムニバス

身の周りの男女共同参画 1後 2 〇 1 8 オムニバス

映像で学ぶ稲盛哲学 1前 2 ○ 2 オムニバス

障害児教育入門 1前 2 ○ 1

色彩－カラーコーディネート入門－ 1前 2 ○ ※ 1

色彩－カラーコーディネート入門－ 1後 2 ○ ※ 1

社会心理学概論 1前 2 ○ 1

大学で学ぶ 1前 2 ○ 1

人間と環境の心理学 1前 2 ○ 1

地理学と災害 1前 2 ○ 1

美術への誘い 1前 2 ○ 4

医学・脳科学入門 1後 2 ○ 1 1 1

実験医学・脳科学 1後 2 ○ 1 1 1

医学・行動心理学入門 1前 2 ○ 1 1 1

組織心理学概論 1後 2 ○ 1

稲盛和夫のリーダー論 1後 2 ○ 1

－ 0 0 64 0 2 0 0 0 0 30

－ 9 12 272 0 13 4 3 0 0 204

共
通
教
育
科
目

計（154科目） －

－

－

－小計（32科目）

小計（37科目）

選
択

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

Intercultural Communication for Global Citizens

人
文
社
会
科
学
科
目

選
択

教養人文社会科学

小計（29科目）

教養自然科学
選
択

自
然
科
学
科
目
群
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基
幹
教
員
以
外
の
教
員

物理学基礎 1後 2 〇 1

医学総合実習 1前 ○ 1 〇 3 集中、オムニバス・共同（一部）

生命科学(疾病と基礎医学) 1前 ○ 2 〇 ※ 3 2 1 2 オムニバス

医学生物学(生物学基礎と発生学) 1後 ○ 2 〇 2 1 6 オムニバス

生化学 1前・後 ○ 7 〇 ※ 2 1 5 オムニバス・共同（一部）、※実習

－ 4 14 0 0 6 3 0 1 14

生理 2前 ○ 7 〇 ※ 6 3 4 集中、オムニバス、共同（一部）、※実習

解剖学Ⅰ 2前 ○ 4 ※ 〇 1 1 3 集中、オムニバス、共同（一部）

遺伝 2後 ○ 1 〇 ※ 1 3 オムニバス、共同（一部）、※実習

免疫 2後 ○ 3 〇 ※ 1 2 4 集中、オムニバス、※実習

解剖学Ⅱ 2前 ○ 7 ※ 〇 1 2 集中、オムニバス、共同（一部）

微生物 2後 ○ 5 〇 ※ 1 1 1 5 集中、オムニバス、共同（一部）※実習

病理 2後 ○ 3 〇 ※ 1 1 5 集中、オムニバス、共同（一部）※実習

薬理 2後 ○ 4 〇 ※ 1 1 1 集中、オムニバス、共同（一部）※実習

診断治療基礎 2後 ○ 3 〇 2 4 2 1 6 集中、オムニバス

－ 9 37 0 0 11 6 8 2 32

消化器 3前 ○ 7 〇 ※ 5 3 集中、オムニバス、※実習

循環器 3前 ○ 6 〇 ※ 3 2 2 2 13 集中、オムニバス、※実習

呼吸器 3前 ○ 4 〇 ※ 2 1 1 1 22 集中、オムニバス、※実習

内分泌・代謝・栄養 3前 ○ 4 〇 ※ 3 1 1 1 9 集中、オムニバス、※実習

腎尿路 3前 ○ 3 〇 ※ 4 2 1 4 5 集中、オムニバス、※実習

精神 3後 ○ 3 〇 2 2 3 5 集中、オムニバス

神経・運動器 3後 ○ 4 〇 ※ 5 3 5 5 11 集中、オムニバス、※実習

感覚器 3前 ○ 3 〇 3 1 4 4 14 集中、オムニバス

生殖・乳房 3後 ○ 4 〇 ※ 3 2 10 集中、オムニバス、※実習

発生・発達 3後 ○ 4 〇 3 5 1 15 集中、オムニバス

感染症 3後 ○ 3 〇 2 集中、オムニバス

血液・腫瘍 3後 ○ 3 〇 3 2 1 2 8 集中、オムニバス、共同（一部）

麻酔・集中治療・救急 4前 ○ 3 〇 2 1 1 8 集中、オムニバス

免疫・アレルギー・膠原病 4前 ○ 2 〇 2 1 1 6 集中、オムニバス

リハビリテーション・老化・終末期医療 4前 ○ 3 〇 1 1 3 1 11 集中、オムニバス、共同（一部）

補完医療 3後 ○ 0.5 〇 ※ 1 1 2 12 集中、オムニバス、共同（一部）

社会医学・予防医学 4前 ○ 8 〇 ※ 3 1 5 集中、オムニバス、共同（一部）

医療情報・検査 4前 ○ 1 〇 1 1 1 2 集中、オムニバス

地域・総合診療・症候 4前 ○ 7 〇 8 2 3 3 19 集中、オムニバス

－ 19 72.5 0 0 29 20 33 29 163

患者と医療 1前・後 ○ 2 〇 ※ 1 1 1 1 オムニバス、※実習

医学英語Ⅰ 1後 ○ 1 〇 1 1

生命倫理・研究倫理 2前 ○ 0.5 〇 3 1 1 オムニバス

医学英語Ⅱ 2前 ○ 1 〇 1 1

チーム医療１ 2後 ○ 2 ※ 〇 3 1 2 10 オムニバス、共同（一部）

医療面接１ 3前 ○ 1 ※ 〇 1 1 集中、オムニバス、共同（一部）

臨床実習入門１ 3前・後 ○ 2 ※ 〇 1 1 集中、オムニバス、共同（一部）

医療倫理 3前 ○ 0.5 〇 1 1 2 10 オムニバス、共同（一部）

シャドウイング 3後 ○ 2 ※ 〇 7 1 3 7 オムニバス

医療面接２ 4前 ○ 0.5 ※ 〇 1 1 1 集中、オムニバス、共同（一部）

チーム医療２ 4後 ○ 2 ※ 〇 4 1 13 集中、オムニバス、共同（一部）

臨床実習入門２ 4前・後 ○ 4 ※ 〇 1

医学英語Ⅲ 2後 1 〇 1

－ 12 18.5 1 0 11 5 2 7 28

医学統計学 1後 ○ 2 〇 ※ 4 1 1 オムニバス、共同（一部）、※実習

自主研究 4後 ○ 4 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究A 1前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究B 2前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究C 3前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究D 4前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究E 5前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

自主研究F 6前・後 2 〇 31 12 12 17 48 共同

GLOBE海外実習（選択） 全・後 2 ○ 1 1

－ 2 6 14 0 31 12 12 17 48

初期地域医療実習1(選択) 1前 1 〇 1 1 1 2

初期地域医療実習2(選択) 2前 1 〇 1 1 1 2

地域医療研究(選択) 3前 0.5 〇 1 1 1 2

地域医療リーダーシップ1(選択) 1後 0.5 〇 1 1 1 2

地域医療リーダーシップ2(選択) 5後 0.5 〇 1 1 1 2

地域医療リーダー育成DX演習(選択) 5後 0.5 〇 1 1 1 2

－ 0 0 4 0 6 6 0 6 12

専
門
教
育
科
目

医
学
概
説
学

医
学
導
入
科
目

小計（5科目） －

疾
病
病
因
学

医
学
医
療
基
礎
科
目

小計（9科目） －

疾
病
病
態
学

総
合
医
療
科
目

医
学
実
践
学

小計（19科目） －

プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
科
目

小計（13科目） －

医
学
研
究
科
目

小計（9科目） －

地
域
医
療
科
目

小計（6科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

主要
授業
科目
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臨床実習 4後～5後 ○ 48 〇 15 19 34 23

選択実習 5後・6前 ○ 15 〇 18 18 35 25

離島・地域医療実習 5後・6前 ○ 3 〇 1 1 1 3

－ 3 66 0 0 18 19 35 25 3

－ 49 214 19 0 37 30 45 34 297

－ 58 226 291 0 37 30 45 34 501

１．共通教育科目　           26単位以上
（１）初年次教育科目　　　　    　6単位
（２）学際教育科目　　　　　    　6単位
（３）グローバル教育科目　        6単位
（４）自然科学科目　              2単位
（５）人文社会科学科目　　　    　4単位
（６）個別最適化科目　　　　　    2単位
（個別最適化科目は、科目群によらず全ての選択科目の中から選択可能）

２．専門教育科目　          214単位
（１）医学概説学
　　　　　医学導入科目　         14単位
　　　疾病病因学
　　　　　医学医療基礎科目 　    37単位
　　　疾病病態学
　　　　　総合医療科目
　　　医学実践学　　　       　72.5単位
　　　　　総合医療科目
　　　医学実践学
　　　　　ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾘｽﾞﾑ科目    18.5単位
　　　　　医学研究科目　　　　    6単位
　　　臨床実践学
　　　　　臨床実習　　　　　　 　66単位
　
　卒業要件単位数　240単位

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 25週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学位又は学科の分野 医学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学士（医学）

計（64科目） －

合計（218科目） －

臨
床
実
践
学

臨
床
実
習 小計（3科目） －
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